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平
成
三
十
年
度
の
國
學
院
大
學
研
究
開

発
推
進
機
構
公
開
学
術
講
演
会
は
、
岡
田

莊
司
氏
（
國
學
院
大
學
神
道
文
化
学
部 

教
授
）
を
お
招
き
し
て
、
平
成
三
十
年

十
一
月
十
七
日
に
本
学
常
磐
松
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
。

演
題
は
、「
古
代
と
近
代
の
大
嘗
祭
と

祭
祀
制
」
で
あ
っ
た
。

本
年
度
、「
大
嘗
祭
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
の
は
、
平
成
三
十
一
年
五
月
一
日
に
御お

代だ
い

替が

わ
り
、
即
位
が
予
定
さ
れ
、
十
一
月

十
四
日
に
は
大
嘗
祭
が
予
定
さ
れ
て
い
る

た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
國
學
院
大
學
博
物

館
で
は
、
企
画
展
「
列
島
の
祈
り
―
祈
年

祭
・
新
嘗
祭
・
大
嘗
祭
―
」
が
行
わ
れ
て

公
開
学
術
講
演
会

　
「
古
代
と
近
代
の
大
嘗
祭
と
祭
祀
制
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
田
莊
司
（
本
学
神
道
文
化
学
部
教
授
）

い
た
（
詳
細
は
十
二
頁
参
照
）。

概
要

・
は
じ
め
に
―
三
十
年
前
の
論
議

岡
田
氏
は
講
演
に
あ
た
り
、
平
成
二
年

（
一
九
九
〇
）
の
大
嘗
祭
に
つ
い
て
、
当
時

論
争
が
行
わ
れ
た
こ
と
な
ど
を
回
想
し
、

そ
の
頃
に
作
成
し
た
大
嘗
宮
神
殿
内
（
悠

紀
殿
・
主
基
殿
）
の
平
面
図
を
用
い
て
祭

儀
の
中
心
と
な
る
神
饌
供
進
や
大
嘗
宮
神

殿
の
内
部
構
造
に
つ
い
て
概
説
し
た
。

大
嘗
宮
神
殿
の
内
部
に
は
二
つ
の
神
座
が

あ
る
。
第
一
の
神
座
（
寝
座
・
御
衾
）
は
中

央
に
あ
り
、
そ
の
東
側
（
京
都
で
行
わ
れ
る

場
合
）
に
も
、第
二
の
神
座
が
つ
く
ら
れ
る
。

天
皇
の
御
座
は
、
そ
の
前
に
東
南
（
伊
勢
神

宮
の
方
向
）
に
向
か
っ
て
敷
か
れ
る
。
平
成

二
年
の
論
争
は
、
こ
の
神
座
を
め
ぐ
っ
て
の

も
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
天
皇
の
大
嘗
祭
が
行
わ
れ
た
昭
和

三
年
（
一
九
二
八
）、
國
學
院
大
學
の
教

授
で
あ
っ
た
折
口
信
夫
は
、『
國
學
院
雑

誌
』
な
ど
に
大
嘗
祭
に
関
す
る
研
究
を
発

表
し
、
ま
た
そ
の
後
、
主
著
で
あ
る
『
古

代
研
究
』
に
、「
大
嘗
祭
の
本
義
」
を
収

録
し
た
。
こ
の
中
で
、
折
口
は
『
日
本
書

紀
』
に
み
え
る
瓊
瓊
杵
尊
が
「
真
床
追

衾
」
に
く
る
ま
れ
て
天
孫
降
臨
さ
れ
た
こ

と
と
、
大
嘗
宮
の
第
一
神
座
と
を
結
び
つ

け
、
天
皇
が
神
の
霊
威
を
受
け
る
と
い
う

新
し
い
学
説
を
出
し
た
。

し
か
し
、
第
一
の
神
座
で
何
ら
か
の

「
秘
儀
」
が
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
は
、
各
時
代
の
記
録
を
見
て
も
一
切

な
い
。
天
皇
が
御
座
か
ら
伊
勢
神
宮
の
あ

る
東
南
の
方
向
に
向
か
っ
て
、
神
饌
を
差

し
上
げ
る
の
が
、
古
代
祭
式
の
最
も
重
要

な
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
岡
田
氏
は
論
じ

た
。
し
か
し
、
も
っ
と
何
か
呪
術
的
な
こ

と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
多
く
の
反
論
が
あ

り
、
そ
れ
が
論
争
と
な
っ
た
。

・
神
道
史
の
特
質
と
祭
祀
権

神
道
の
歴
史
を
古
代
か
ら
現
代
ま
で
俯

瞰
す
る
と
、
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族
祭
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（
神
社
祭
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）
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族
制
社
会

Ⅱ 

国
家
・
天
皇
祭
祀
論
（
皇
室
祭
祀
）
祭

祀
権
の
二
重
構
造

【
平
安
・
中
世
以
降
】 

Ⅲ
神
仏
関
係
論

Ⅳ
人
霊
祭
祀
論

Ⅴ
古
典
籍
継
承
論
（
社
家
の
学
問
・
国
学
）

　

→ 

皇
典
講
究
所
・
國
學
院
大
學
（
國
學

院
神
道
）

の
五
つ
の
重
要
な
要
素
が
あ
っ
た
と
し
た

上
で
、
古
代
か
ら
明
治
維
新
ま
で
一
貫
し

て
、
地
域
は
地
域
で
祭
祀
を
行
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
に
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
行

い
、
国
家
的
な
祭
祀
は
天
皇
祭
祀
と
し

て
、
中
断
や
復
興
な
ど
は
あ
る
が
、
基
本

的
に
は
二
重
構
造
の
形
式
で
明
治
を
迎
え

た
と
指
摘
し
た
。

岡田莊司氏
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・
新
嘗
祭
と
大
嘗
祭
の
論
議

　

大
化
の
改
新
以
前
か
ら
、
新
嘗
祭
は
三

輪
山
周
辺
の
天
皇
の
直
営
田
か
ら
収
穫
さ

れ
た
米
や
粟
を
用
い
て
行
わ
れ
て
い
た
。

大
嘗
祭
は
、
こ
の
新
嘗
祭
を
源
流
と
し
て

成
立
し
て
い
る
。

　

神
社
・
神
道
の
祭
祀
の
起
源
は
明
ら
か

で
な
い
部
分
が
多
い
が
、
古
代
か
ら
近

世
・
近
代
・
現
代
ま
で
の
国
家
的
祭
祀
の

流
れ
を
、
大
き
く
分
類
す
る
と
、

・ 

三
・
四
世
紀
か
ら
の
神
殿
や
宮
殿
、
居

館
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
た
祭
祀

（
天
皇
祭
祀
権
）。

・ 

山
・
滝
と
い
っ
た
自
然
景
観
を
背
景
に

行
わ
れ
た
祭
祀（
地
域
・
氏
族
祭
祀
権
）。

の
二
系
統
が
あ
る
。
前
者
は
大
嘗
祭
を

中
心
と
す
る
天
皇
み
ず
か
ら
が
祭
る
祭

祀
の
系
統
、
後
者
は
律
令
国
家
が
神
社

に
官
幣
を
奉
る
、
あ
る
い
は
明
治
四
年

（
一
八
七
一
）
か
ら
行
わ
れ
た
明
治
国
家

が
官
国
幣
社
へ
使
者
を
派
遣
す
る
と
い
う

系
統
で
あ
る
。

　

こ
の
二
つ
（
二
重
構
造
）
が
神
道
史
の

流
れ
の
中
心
で
あ
っ
て
、
一
回
は
七
世
紀

後
半
の
律
令
国
家
の
成
立
期
、
も
う
一
回

は
明
治
初
年
以
降
の
明
治
国
家
に
お
い
て

出
来
あ
が
っ
て
く
る
と
し
、
そ
の
二
つ
の

流
れ
に
、
ど
の
よ
う
な
連
関
が
あ
る
の
か

と
い
う
本
質
・
本
義
を
探
り
出
す
と
い
う

こ
と
で
話
を
進
め
た
い
と
し
た
。

・
古
代
の
祭
祀
制
と
新
嘗
・
大
嘗
祭

　

新
嘗
祭
と
大
嘗
祭
の
大
き
な
違
い
は
、

新
嘗
祭
が
天
皇
の
直
営
田
で
収
穫
さ
れ
た

米
を
用
い
る
の
に
対
し
、
大
嘗
祭
は
畿
内

以
外
の
地
域
か
ら
の
米
が
用
い
ら
れ
る
点

で
あ
る
。
天
武
天
皇
二
年
（
六
七
三
）
の

大
嘗
祭
で
は
、
播
磨
国
（
兵
庫
県
）・
丹

波
国
（
京
都
府
）
か
ら
米
が
奉
ら
れ
て
お

り
、
後
の
大
嘗
祭
の
行
わ
れ
方
と
共
通
し

て
い
る
。
次
の
持
統
天
皇
は
、
持
統
天
皇

四
年
（
六
九
〇
）
に
即
位
し
、
同
五
年
に

新
嘗
祭
を
行
っ
た
。
こ
れ
が
一
代
一
度
の

大
嘗
祭
と
な
る
。

　

大
嘗
祭
に
お
け
る
米
の
重
要
性
は
、
こ

れ
ま
で
に
も
述
べ
ら
れ
て
き
た
が
、
新
嘗

祭
・
大
嘗
祭
で
は
、
粟
も
奉
ら
れ
、
天
皇

も
米
と
と
も
に
召
し
上
が
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
古
代
国
家
も
人
心
の
安
定
の
た

め
、
稲
の
ご
飯
が
十
分
整
え
ら
れ
な
い
場

合
に
は
、
粟
の
ご
飯
を
用
意
し
た
。
そ
の

祭
祀
が
現
在
に
繋
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
た
め
、
新
嘗
祭
に
も
大
嘗
祭
に
も
、

米
の
ご
飯
と
と
も
に
、
粟
も
用
意
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。

　

ま
た
、
岡
田
氏
は
新
嘗
祭
・
大
嘗
祭
で

祭
ら
れ
る
神
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る

が
、
古
く
は
天
照
大
神
の
み
で
あ
っ
た
と

し
た
。
天
皇
は
、
全
国
の
神
々
を
直
接
祭

る
こ
と
は
本
来
的
に
で
き
な
い
。
こ
れ
は

地
元
の
祭
祀
が
最
優
先
で
あ
る
た
め
で
あ

る
。
天
皇
は
天
照
大
神
だ
け
を
直
接
お
祭

り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
近
代
の
祭
祀
制
と
大
嘗
祭

古
代
か
ら
続
く
大
嘗
祭
は
、
文
正
元
年

（
一
四
六
六
）
に
行
わ
れ
た
後
土
御
門
天

皇
の
大
嘗
祭
を
最
後
に
一
度
、
中
断
す
る
。

江
戸
時
代
に
入
り
、
東
山
天
皇
の
父
で
あ

る
霊
元
上
皇
が
祭
祀
に
強
い
意
思
を
示
さ

れ
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
に
東
山
天

皇
の
大
嘗
祭
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
中

断
が
あ
っ
た
が
、
桜
町
天
皇
の
元
文
三
年

（
一
七
三
八
）
に
復
興
さ
れ
て
以
降
、
現

在
ま
で
大
嘗
祭
は
継
続
し
て
い
る
。

明
治
天
皇
の
大
嘗
祭
は
、
明
治
四
年

（
一
八
七
一
）
に
行
わ
れ
た
。
古
代
の
形

式
を
踏
襲
し
た
と
見
て
よ
い
が
、
大
隈
重

信
・
西
郷
隆
盛
・
板
垣
退
助
ら
が
参
列

し
、
ま
た
、
古
代
で
は
卜
部
氏
が
担
っ
て

い
た
役
を
明
治
初
期
の
神
祇
行
政
の
中
心

に
あ
っ
た
福
羽
美
静
が
担
う
な
ど
の
変
化

が
あ
っ
た
。

一
方
で
、
明
治
時
代
の
は
じ
め
に
は
、

神
籬
を
設
け
、
そ
こ
に
神
を
迎
え
て
祭
祀

を
行
う
と
い
う
新
た
な
方
法
が
、
宮
中
の

祭
祀
で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の

先
駆
け
と
な
っ
た
の
が
、
五
箇
条
の
御
誓

文
の
時
の
祭
祀
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
は
、
遠
く
の
神
を
遥
か
に
拝

み
祭
る
（
遥
拝
）
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、

こ
の
変
化
は
大
き
い
と
言
え
る
。
ま
た
、

天
皇
が
直
接
祭
祀
を
行
う
（
親
祭
）
対
象

は
、
古
く
は
天
照
大
神
の
み
で
あ
っ
た

が
、
全
国
の
神
々
も
そ
の
対
象
に
な
っ
て

い
っ
た
。
例
え
ば
、
宮
中
三
殿
（
賢
所
・

皇
霊
殿
・
神
殿
）
の
う
ち
、
神
殿
は
、
古

代
か
ら
神
祇
官
が
祀
っ
て
き
た
八
神
殿
の

神
々
と
全
国
の
神
々
と
を
明
治
以
降
に
新

た
に
あ
わ
せ
て
祀
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
も
、
天
皇
が
直
接
全
国
の
神
々
を
祀
る

と
い
う
新
た
な
発
想
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
変
化
は
明
治
二
～
五
年
の
流
れ
の
中

で
起
こ
っ
て
い
く
。

明
治
時
代
以
降
の
新
し
い
祭
式
作
法
と

し
て
は
、
御
扉
を
開
き
、
警
蹕
を
か
け
る

な
ど
、
神
の
降
臨
を
確
認
し
合
う
と
い
う

も
の
が
あ
る
。

一
方
で
、
大
嘗
祭
及
び
古
代
の
祭
祀

に
、
神
迎
え
の
作
法
は
な
く
、
遥
拝
が
基

本
で
あ
る
。

大
嘗
祭
で
は
、
悠
紀
殿
と
主
基
殿
そ
れ

ぞ
れ
に
神
座
が
設
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は

同
時
並
行
的
に
行
わ
れ
、
現
在
は
掌
典
長

と
掌
典
が
設
営
し
、
神
殿
内
に
明
か
り
を

と
も
す
。
鎌
田
純
一
『
平
成
大
礼
要
話
』

（
錦
正
社
、
二
〇
〇
三
年
）
で
は
、
そ
れ

を
も
っ
て
神
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
認

識
し
て
い
る
、
と
す
る
。

大
嘗
宮
内
に
来
臨
を
見
立
て
る
座
は
用

意
す
る
が
、
あ
く
ま
で
も
天
照
大
神
は
伊

勢
に
鎮
座
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に
―
古
代
と
近
代
の
比
較

　

律
令
体
制
下
に
お
い
て
、
新
た
な
祭
祀

シ
ス
テ
ム
は
天
武
朝
（
七
世
紀
）
に
形
成

さ
れ
る
。
こ
の
時
期
と
明
治
元
年
の
戊
辰

戦
争
か
ら
同
四
・
五
年
の
流
れ
は
似
て
い

る
。
こ
れ
ら
、
天
武
天
皇
の
新
嘗
祭
（
古

代
）
と
明
治
天
皇
の
大
嘗
祭
（
近
代
）
と

を
比
較
す
る
と
、
ど
ち
ら
も
戦
乱
の
後
で

あ
り
、
ま
た
、
天
武
天
皇
五
年
・
明
治
四

年
に
は
大
祓
と
大
嘗
祭
と
が
連
動
し
て
行

わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
両
者
と
も
に
畿
外

の
米
を
用
い
て
い
る
。

同
年
五
月
に
は
、「
神
社
ノ
儀
ハ
国
家

ノ
宗
祀
」
で
あ
る
こ
と
が
宣
言
さ
れ
、

別
々
で
あ
っ
た
天
皇
と
地
域
神
社
と
が
大

き
な
体
系
と
し
て
確
立
し
て
い
く
方
向
性

が
明
確
に
な
っ
た
。

　

明
治
神
宮
に
は
明
治
四
年
の
大
嘗
祭
に

際
し
て
、
官
国
幣
社
に
奏
上
し
た
祝
詞
の

文
案
と
祭
式
次
第
を
記
し
た
版
木
が
残
さ

れ
て
い
る
。
明
治
四
年
五
月
十
四
日
の
太

政
官
布
告
に
よ
り
、
神
社
制
度
の
改
革
が

な
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
の
有
力

な
神
社
は
官
幣
社
・
国
幣
社
と
定
め
ら
れ

た
。
大
嘗
祭
に
際
し
て
は
こ
れ
ら
の
神
社

に
幣
帛
が
奉
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
古
代
の

官
社
制
度
と
対
応
で
き
る
明
治
の
官
社
制

度
の
始
ま
り
で
あ
る
。
こ
れ
も
直
轄
祭
祀

の
形
成
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
神
道
の
学
問
で
は
、
古
代

と
近
代
は
関
連
し
て
い
る
の
で
、
古
代
研

究
者
は
近
代
を
学
び
、
近
代
研
究
者
は
古

代
を
学
ぶ
こ
と
で
、
國
學
院
大
學
の
神
道

は
風
通
し
の
良
い
神
道
を
目
指
す
べ
き
で

あ
ろ
う
と
ま
と
め
ら
れ
た
。

 

（
文
責
・
大
東
敬
明
）
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講
座
の
概
要　

言
葉
は
空
気
を
震
わ
せ
て
虚
空
に
消

え
、
文
章
を
記
し
た
木
や
紙
も
儚
く
形
を

失
っ
て
い
く
。
し
か
し
、
石
製
・
陶
製
で

あ
る
た
め
に
腐
朽
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た

硯
は
、
東
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
「
漢
字

文
化
圏
」
に
お
け
る
文
字
利
用
の
普
及
と

展
開
を
考
え
る
際
に
、
非
常
に
有
用
な
考

古
学
的
物
証
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
日
本
列
島
に
生
き
た
倭
人
た
ち

も
、
中
国
・
朝
鮮
の
国
々
と
交
わ
る
中
で
、

複
数
回
に
わ
た
る
漢
字
文
化
の
波
を
受
け

て
い
る
。

平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
六
月
二

日
（
土
）
に
國
學
院
大
學
渋
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
常
磐
松
ホ
ー
ル
を
会
場
と
し
て
開
催
し

た
当
講
座
で
は
、
中
国
の
古
代
文
房
具
に

つ
い
て
瞥
見
し
た
上
で
、
徐
々
に
漢
字
と

い
う
ツ
ー
ル
を
導
入
し
て
き
た
倭
人
た
ち

が
、
最
終
的
に
律
令
国
家
の
完
成
を
迎
え

る
ま
で
の
道
程
を
検
証
し
た
。
そ
の
中
心

と
な
る
テ
ー
マ
は
、
元
國
學
院
大
學
博
物

館
長
の
故
𠮷
田
惠
二
教
授
が
取
り
組
ん
で

き
た
古
代
文
房
具
研
究
で
あ
る
。

な
お
、
講
座
の
開
催
に
あ
わ
せ
、
𠮷
田

教
授
の
遺
著
で
あ
る
『
文
房
具
が
語
る
古

代
東
ア
ジ
ア
』
が
同
成
社
よ
り
刊
行
さ

れ
、
ご
家
族
か
ら
國
學
院
大
學
博
物
館
に

中
国
・
日
本
の
硯
関
係
資
料
が
寄
贈
さ
れ

た
。以

下
、
発
表
と
討
論
の
要
旨
を
併
せ
て

掲
げ
て
お
く
が
、
あ
く
ま
で
筆
者
の
理
解

を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
各
発
表

者
の
本
意
を
漏
ら
さ
ず
汲
み
得
た
も
の
と

は
限
ら
な
い
。
ご
寛
恕
を
請
う
次
第
で
あ

る
。

「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
漢
字
文
化
―
倭
人

と
漢
字
の
二
〇
〇
〇
年
―
」
深
澤
太
郎

（
國
學
院
大
學
博
物
館 

准
教
授
）　

冒
頭
、
深
澤
よ
り
講
座
の
趣
旨
を
述

べ
、「
漢
字
」
と
「
東
ア
ジ
ア
」
と
い
う

地
域
の
成
り
立
ち
や
、
中
国
に
お
け
る
古

代
文
房
具
に
関
す
る
𠮷
田
氏
の
研
究
に
つ

い
て
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
振
り
返
っ
た
。

ま
た
、
倭
人
た
ち
が
文
房
具
―
漢
字
文
化

―
を
受
容
し
て
き
た
階
梯
に
つ
い
て
、
漢

の
長
方
形
板
石
硯
に
類
似
す
る
板
石
硯
が

出
現
し
た
弥
生
時
代
、
中
国
・
朝
鮮
諸
国

と
通
交
し
つ
つ
も
明
確
な
文
房
具
の
出
土

に
乏
し
い
古
墳
時
代
、
朝
鮮
半
島
の
影
響

を
受
け
て
硯
の
国
産
が
始
ま
っ
た
飛
鳥
時

代
、
そ
し
て
遣
唐
使
な
ど
を
介
し
て
中
国

の
漢
字
文
化
を
直
接
摂
取
す
る
よ
う
に

な
っ
た
奈
良
時
代
以
降
の
四
波
に
区
分
し

て
概
説
。
但
し
、
日
本
最
古
の
定
形
硯
で

あ
る
圏
足
円
形
硯
に
、
硯
面
外
周
が
隆
起

す
る
事
例
が
含
ま
れ
て
い
る
一
方
で
、
か

か
る
形
態
を
呈
す
る
類
例
が
中
国
・
朝
鮮

半
島
に
お
い
て
も
渤
海
期
の
八
世
紀
代
ま

で
降
っ
て
し
ま
う
点
に
資
料
上
の
課
題
を

残
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
栁
田
氏
が
報
告
し
た
朝
鮮

半
島
南
部
と
倭
に
お
け
る
「
板
石
硯
」
が
、

中
国
出
土
例
と
異
な
り
不
定
形
を
呈
し
て

い
る
理
由
を
問
う
と
と
も
に
、
日
本
出
土

硯
の
淵
源
を
追
及
す
る
た
め
に
は
、
中
国

東
北
部
か
ら
朝
鮮
半
島
北
部
の
検
討
が
欠

か
せ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

「
弥
生
時
代
の
長
方
形
板
石
硯
―
漢
帝
国

と
北
部
九
州
の
ク
ニ
グ
ニ
―
」
栁
田
康
雄

（
國
學
院
大
學
博
物
館 

客
員
教
授
）

　

続
い
て
栁
田
氏
は
、
弥
生
時
代
か
ら
古

墳
時
代
前
期
の
「
板
石
硯
」
を
取
り
上
げ
、

福
岡
県
糸
島
市
三
雲
・
井
原
遺
跡
、
福
岡

市
雀
居
遺
跡
、
筑
前
町
薬
師
ノ
上
遺
跡
、

筑
前
町
東
小
田
中
原
遺
跡
、
島
根
県
松
江

市
田
和
山
遺
跡
出
土
例
に
加
え
、
複
数
の

新
発
見
資
料
を
紹
介
し
た
。
当
該
「
板
石

硯
」
は
、
法
量
的
に
漢
代
の
長
方
形
板
石

硯
と
同
様
の
も
の
と
し
て
大
過
な
く
、
材

質
と
し
て
も
違
和
感
が
な
い
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
硯
が
、
当
時
の
対
外

交
渉
に
お
け
る
中
枢
を
担
っ
た
イ
ト
国
を

中
心
に
見
ら
れ
る
こ
と
や
、
国
産
鏡
の
銘

文
な
ど
を
検
討
し
た
結
果
か
ら
、
弥
生
時

代
中
期
以
降
の
北
部
九
州
に
硯
を
使
用
す

る
人
々
が
存
在
し
た
と
す
る
。
𠮷
田
氏

は
、
前
漢
晩
期
以
降
に
長
方
形
板
石
硯
の

遺
例
が
増
加
す
る
と
指
摘
し
て
い
た
が
、

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
北
部
九
州
に
硯
が
現

れ
た
の
も
偶
然
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
朝

鮮
半
島
南
部
と
倭
に
お
け
る
「
板
石
硯
」

が
不
定
形
で
あ
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
む

第
四
十
四
回
日
本
文
化
を
知
る
講
座

　
「
倭
・
日
本
に
お
け
る
漢
字
文
化
の
受
容
と
国
家
形
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
古
代
文
房
具
の
考
古
学
的
研
究
か
ら
―
」

栁田康雄氏
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し
ろ
地
元
で
生
産
さ
れ
た
結
果
と
解
釈

し
、
そ
れ
だ
け
文
字
の
普
及
が
進
ん
で
い

た
も
の
と
評
価
し
た
。

「
古
墳
時
代
の
漢
字
文
化
―
国
家
形
成
期

に
お
け
る
文
字
と
金
石
文
―
」
古
谷　
毅

（
京
都
国
立
博
物
館 

主
任
研
究
員
・
國
學

院
大
學
博
物
館 
客
員
教
授
）

　

古
墳
時
代
に
関
し
て
は
、
明
確
な
文
房

具
の
出
土
が
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

埼
玉
県
行
田
市
埼
玉
稲
荷
山
古
墳
出
土
鉄

剣
、
熊
本
県
和
水
町
江
田
船
山
古
墳
出
土

鉄
刀
、
島
根
県
松
江
市
岡
田
山
一
号
墳
出

土
鉄
刀
な
ど
の
よ
う
に
、
少
な
か
ら
ぬ
金

石
文
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
、
江
田

船
山
古
墳
出
土
大
刀
の
銘
文
を
分
析
し
た

古
谷
氏
は
、
中
央
豪
族
に
仕
え
た
地
方
豪

族
の
下
に
、
刀
を
製
作
す
る
技
能
集
団

や
、
文
章
を
撰
文
す
る
渡
来
人
の
存
在
が

う
か
が
え
る
と
し
た
。
中
国
南
朝
な
ど
と

通
交
す
る
際
も
渡
来
人
に
依
存
し
て
い
た

と
み
ら
れ
、
倭
人
が
主
体
的
に
漢
字
を
用

い
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
七
世
紀
を
俟
た

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
我
々
現
代
人
は
、
無
文
字

社
会
よ
り
文
字
社
会
の
方
が
進
化
論
的
に

発
達
し
た
も
の
と
考
え
が
ち
だ
が
、
必
ず

し
も
そ
の
よ
う
な
見
方
は
当
た
ら
な
い
。

倭
国
に
お
い
て
、
前
方
後
円
墳
が
消
え
て

い
く
と
同
時
に
文
房
具
が
受
容
さ
れ
て
い

く
様
に
は
、
文
字
を
必
要
と
せ
ず
に
成
り

立
っ
て
い
た
古
墳
社
会
か
ら
「
離
脱
」
し

て
い
く
過
程
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

「
朝
鮮
半
島
の
国
家
形
成
と
文
房
具
―
日

本
・
中
国
と
の
関
係
か
ら
―
」
山
本
孝
文

（
日
本
大
学
文
理
学
部 

教
授
）

　

木
簡
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
墨
書
の
普
及

や
、
陶
硯
を
は
じ
め
と
す
る
文
房
具
の
生

産
は
、
百
済
・
新
羅
に
お
け
る
身
分
制
改

革
や
地
方
統
治
組
織
の
画
期
と
連
動
し
て

い
た
。
ま
た
、
当
該
地
域
の
文
房
具
を
実

地
に
検
討
し
た
山
本
氏
は
、
陶
硯
・
石
硯

の
形
態
的
特
徴
か
ら
、
そ
の
祖
形
が
何
処

に
求
め
ら
れ
る
か
分
析
し
、
百
済
・
新
羅

が
、
そ
れ
ぞ
れ
中
国
南
朝
と
隋
唐
を
モ
デ

ル
に
し
た
硯
を
用
い
た
背
景
に
、
相
互
の

政
治
的
な
関
係
性
が
う
か
が
わ
れ
る
と
し

た
。
そ
し
て
、
文
字
文
化
の
伝
播
は
、
単

な
る
モ
ノ
の
伝
播
と
異
な
り
、
特
定
の
社

会
制
度
や
思
想
の
伝
播
と
密
接
な
も
の
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

な
お
、
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
も
、
前
一

世
紀
か
ら
五
世
紀
頃
ま
で
文
房
具
が
消
え

る
時
期
が
あ
り
、
日
本
列
島
の
様
相
と
も

連
動
し
て
お
り
興
味
深
い
。
ま
た
、
現
状

で
は
、
本
格
的
な
硯
よ
り
、
木
簡
の
出
現

が
時
期
的
に
古
く
な
っ
て
い
る
が
、
半
島

に
お
け
る
転
用
硯
の
研
究
は
進
ん
で
い
な

い
。
定
形
硯
出
現
以
前
の
実
態
は
、
半

島
・
列
島
と
も
に
考
え
て
い
く
べ
き
大
き

な
課
題
で
あ
ろ
う
。

「
日
本
古
代
の
陶
硯
と
文
書
行
政
―
国
家

の
完
成
と
文
房
具
―
」
青
木 

敬
（
國
學

院
大
學
文
学
部 

准
教
授
）

　

青
木
氏
は
、
主
に
宮
都
出
土
の
事
例
を

取
り
上
げ
、
藤
原
京
期
に
施
設
の
格
式
に

応
じ
て
硯
種
と
使
用
階
層
の
規
定
が
確
立

し
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
か
つ
て
𠮷
田

氏
が
指
摘
し
て
い
た
通
り
、
平
城
宮
に
お

い
て
は
、
蹄
脚
円
面
硯
が
権
力
の
象
徴
と

位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
が
、
顕
微
鏡
で
硯

面
を
観
察
し
た
結
果
か
ら
も
、
頻
繁
に
使

用
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
一
方
、
地
方
官
衙
の
蹄
脚

円
面
硯
は
、
極
め
て
希
少
で
あ
る
。
ま
た
、

甕
転
用
硯
は
、
多
く
が
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ

で
あ
り
、
出
土
地
付
近
に
現
業
部
門
の
官

衙
が
存
在
し
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
よ

う
に
、
硯
種
の
検
討
か
ら
、
使
用
者
の
階

層
や
、
出
土
遺
跡
の
性
格
が
明
ら
か
に
な

る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

ま
た
、
古
代
末
以
降
の
硯
は
、
石
製
へ

と
変
化
し
て
い
く
が
、
石
製
硯
の
硯
面
を

精
緻
に
観
察
す
る
と
微
妙
な
凹
凸
が
認
め

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
凹
凸
が
、
墨
の
磨

り
味
に
反
映
す
る
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
微
細
な
研
究
も
求
め
ら
れ
て

い
く
だ
ろ
う
。
加
え
て
、
現
在
分
離
し
て

い
る
陶
硯
研
究
と
石
硯
研
究
の
接
近
も
、

今
後
の
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。

「
討
論
」
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
椙
山
林
繼

（
國
學
院
大
學 

名
誉
教
授
）

当
講
座
は
、
例
年
四
日
間
に
亘
っ
て
開

催
し
て
き
た
が
、
今
般
新
た
な
試
み
と
し

て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
を
採
用
し
、
椙
山

林
繼
名
誉
教
授
を
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し

て
討
論
を
行
っ
た
。
時
間
が
不
足
し
て
い

た
た
め
、
各
発
表
者
か
ら
補
足
説
明
を
加

え
た
に
止
ま
っ
た
が
、
質
疑
の
概
要
に
つ

い
て
は
、
煩
を
避
け
る
た
め
右
の
発
表
要

旨
に
集
約
し
て
お
い
た
。

　

椙
山
氏
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
漢
字
を

上
手
に
利
用
し
て
い
る
の
は
、
日
本
文
化

の
特
質
と
指
摘
。
漢
字
文
化
を
問
う
上
で

は
、
硯
の
み
な
ら
ず
、
墨
や
文
字
そ
の
も

の
の
研
究
も
欠
か
せ
な
い
と
し
た
。
ま

た
、
万
葉
考
古
学
を
唱
え
る
立
場
か
ら
、

『
万
葉
集
』
に
見
え
る
大
伴
家
持
の
詩
に

つ
い
て
も
紹
介
。
存
命
で
あ
れ
ば
、
𠮷
田

氏
が
先
導
し
た
で
あ
ろ
う
文
房
具
研
究
に

は
、
更
な
る
展
開
の
可
能
性
が
開
け
て
お

り
、
後
続
の
研
究
に
期
待
し
て
結
び
と
し

た
。

 

（
文
責
・
深
澤
太
郎
）

古谷毅氏
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平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
十
月
二
十

日
（
土
）、
研
究
開
発
推
進
機
構
日
本

文
化
研
究
所
の
主
催
に
よ
り
、
国
際
研

究
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
ア
ジ
ア
の
宗
教
文
化

―
―
モ
ダ
ニ
テ
ィ
の
中
で
の
相
互
変
容 

Religious Cultures in A
sia: M

utual 
T

ransform
ations through M

ultiple 
M

odernities

」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

近
現
代
の
ア
ジ
ア
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国

や
社
会
、
あ
る
い
は
地
域
に
お
い
て
固
有

の m
odernity 

（
そ
の
意
味
で
そ
れ
は
複

数
形
のm

odernities

で
あ
る
こ
と
に
な

る
）
を
経
験
し
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
歴

史
的
展
開
を
受
け
て
、
宗
教
文
化
も
ま
た

変
化
を
遂
げ
て
き
て
い
る
。

　

他
方
で
、
そ
の
変
化
は
必
ず
し
も
内
的

な
要
因
か
ら
の
み
生
じ
た
わ
け
で
は
な

い
。
メ
デ
ィ
ア
や
技
術
の
発
展
と
も
結
び

つ
い
て
、
宗
教
文
化
は
様
々
な
形
で
越
境

し
て
き
た
の
で
あ
り
、
か
つ
そ
れ
に
よ
っ

て
相
互
に
影
響
を
与
え
な
が
ら
変
容
し
て

き
た
の
で
あ
る
。

　

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
こ
の
よ
う
な
越
境

や
相
互
変
容
と
い
っ
た
こ
と
を
基
本
的
な

視
点
と
し
て
、
近
現
代
の
ア
ジ
ア
に
お

け
る
宗
教
文
化
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
的
な
形
で
議
論
を
深
め

る
こ
と
を
目
指
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。

　

ま
た
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
国
際
学
会
で

の
発
表
経
験
が
な
い
若
手
研
究
者
が
、
そ

の
前
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
英
語
で
発
表
・

議
論
す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
も
一
つ

の
目
的
と
し
て
い
た
。
学
内
外
に
広
く
報

告
者
を
募
り
、
最
終
的
に
は
様
々
な
国

籍
・
専
門
分
野
の
十
二
名
が
報
告
を
行
っ

た
。
以
下
、
報
告
の
概
要
を
記
す
。

基
調
講
演
（K

eynote Lcture

）

ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
・
ツ
ェ
ル
ナ
ー
氏
（
ボ

ン
大
学
）
の
基
調
講
演
は
「
え
え
じ
ゃ

な
い
か
と
日
本
に
お
け
る
宗
教
的
モ

ダ
ニ
テ
ィ E

ejanaika and Religious 
M

odernity in Japan

」
と
い
う
題
で
行

わ
れ
た
。
ツ
ェ
ル
ナ
ー
氏
は
「
え
え
じ
ゃ

な
い
か
」
と
い
う
歴
史
上
の
出
来
事
に
つ

い
て
、
神
札
と
祝
祭
を
基
本
的
な
要
素
と

し
、
多
様
な
カ
ミ
や
仏
な
ど
が
関
わ
る
も

の
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
あ

る
種
の
富
の
再
配
分
と
し
て
機
能
し
て
い

た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
。
続
け
て
「
え

え
じ
ゃ
な
い
か
」
か
ら
近
世
・
近
代
の
日

本
の
宗
教
の
型
を
検
討
す
る
と
し
、
前
者

で
は
よ
り
個
人
的
な
「
私 I
」
と
、
よ
り

共
同
体
的
な
「
私
た
ち W

e
」
の
多
様
な

宗
教
実
践
が
併
存
し
て
い
た
と
し
た
の
に

対
し
て
、
後
者
で
は
、
と
り
わ
け
国
家
と

の
関
わ
り
に
お
い
て
「
私
た
ち
の
一
員
と

し
て
の
私 I as part of W
e

」
に
宗
教
実

践
が
一
元
化
さ
れ
、
あ
る
宗
教
伝
統
が
そ

れ
を
排
他
的
に
担
う
こ
と
が
前
提
と
さ
れ

る
と
論
じ
、
更
に
こ
う
し
た
変
化
を
東
ア

ジ
ア
の
文
脈
に
お
い
て
横
断
的
に
検
討
す

る
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
１
：
日
本
の
新
宗
教
と
ア
ジ

ア
（Session 1: Japanese N

ew
 

Religions and Asia

）

　

セ
ッ
シ
ョ
ン
１
で
は
ま
ず
三
浦
隆
司

氏
（
ア
メ
リ
カ
・
ア
リ
ゾ
ナ
大
学
）
の

報
告
、「
大
本
の
御
筆
先
に
お
け
る
ア
ジ

ア
像 T

he V
ision of A

sia in Ō
m

oto’s 
O

fudesaki

」
が
行
わ
れ
た
。
三
浦
氏
は
、

近
代
日
本
の
宗
教
運
動
が
日
本
と
ア
ジ

ア
・
世
界
と
の
関
係
を
い
か
に
概
念
化
し

た
の
か
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
、
大
本
の

出
口
な
お
の
「
御
筆
先
」
と
出
口
王
仁
三

郎
の
著
作
を
取
り
上
げ
、
ア
ジ
ア
に
対
す

る
民
族
中
心
主
義
と
霊
的
博
愛
主
義
と
い

う
二
つ
の
対
照
的
な
表
現
の
関
係
に
つ
い

て
論
じ
た
。

　

続
い
て
黄
約
伯
氏
（
台
湾
中
央
研
究

院
）
は
「
戦
後
台
湾
に
お
け
る
天
理
教

の
文
化
内
受
容 T

he Inculturation of 
T

enrikyo in Postw
ar T

aiw
an

」
と

題
し
て
、
天
理
教
が
一
九
六
七
年
か
ら
台

湾
で
行
っ
て
き
た
布
教
活
動
を
取
り
上
げ

て
報
告
を
行
い
、
戦
後
の
台
日
関
係
や
、

天
理
教
が
政
治
的
・
社
会
的
・
医
療
的
側

面
か
ら
台
湾
人
に
対
し
て
持
ち
え
た
魅
力

と
い
っ
た
観
点
か
ら
分
析
を
行
っ
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
２
：
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
と
想
像
の
「
ア
ジ
ア
」（Japanese 

N
ationalism

 and Im
agined “Asia”

）

　

セ
ッ
シ
ョ
ン
２
で
は
最
初
に
ダ
ー

ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヴ
ァ
イ
ス
氏
（
立
教
大
学
）

に
よ
る
報
告
、「
日
本
の
起
源
神
話
―

―
近
世
日
本
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に

お
け
る
中
国
理
解
の
変
化
と
そ
の
影
響 

Founding M
yths of the Japanese 

State: T
he Changing Perception of 

China and its Influence on Early 
M

odern Japanese Identity

」
が
行
わ

れ
た
。
ヴ
ァ
イ
ス
氏
は
近
世
初
頭
の
日
本

の
儒
者
が
唱
え
た
呉
泰
伯
論
が
、
や
が
て

国
学
者
ら
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
、
天
照
大

神
と
天
皇
の
血
統
を
中
心
と
す
る
新
た
な

建
国
神
話
が
求
め
ら
れ
て
い
く
過
程
に
つ

い
て
考
察
し
た
。

　

齋
藤
公
太
（
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推

進
機
構
）
は
「
漢
意
の
変
容
―
―
明
治
国

学
に
お
け
る
後
期
水
戸
学
の
思
想
の
受
容 

T
he T

ransfiguration of K
aragokoro: 

the Reception of the M
ito School 

T
hought by N

ational Learning in 
the M

eiji Period

」
と
題
し
て
、
国
学

批
判
を
含
ん
で
い
た
後
期
水
戸
学
の
思
想

が
、
明
治
期
以
降
国
学
者
た
ち
に
受
容
さ

れ
て
い
っ
た
過
程
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て

報
告
し
た
。

　

西
田
彰
一
氏
（
日
本
学
術
振
興
会
）

は
「
満
州
に
お
け
る
筧
克
彦
の
活
動 

A
ctivities of K

akehi K
atsuhiko in 

M
anchuria

」と
題
し
て
報
告
を
行
っ
た
。

筧
克
彦
は
独
自
の
神
道
哲
学
で
知
ら
れ
る

人
物
だ
が
、
満
州
国
で
自
ら
の
思
想
を
広

め
よ
う
と
し
た
活
動
は
失
敗
に
終
わ
っ

た
。
筧
の
言
説
が
現
地
の
人
々
や
日
本
の

政
府
の
官
僚
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た

背
景
に
つ
い
て
西
田
氏
は
考
察
を
行
っ

た
。

国
際
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
「
ア
ジ
ア
の
宗
教
文
化　
―
―
モ
ダ
ニ
テ
ィ
の
中
で
の
相
互
変
容
」

ラインハルト・ツェルナー氏



6國學院大學研究開発推進機構ニュース� No.24（通号）平成31年（2019）2月25日

セ
ッ
シ
ョ
ン
３
：
日
本
宗
教
を
め
ぐ
る

様
々
な
焦
点
（Session 3: Various 

F
o

c
u

se
s a

b
o

u
t J

a
p

a
n

e
se 

Religions

）

　

セ
ッ
シ
ョ
ン
３
の
最
初
の
報
告
は
高
瀬

航
平
氏
（
東
京
大
学
大
学
院
）
の
「
近

代
日
本
の
宗
教
文
化
に
お
け
る
記
念
碑

の
意
義 Significance of M

onum
ents 

to R
eligious C

ulture of M
odern 

Japan

」
で
あ
っ
た
。
高
瀬
氏
は

一
八
七
〇
年
代
に
海
外
か
ら
日
本
に
輸
入

さ
れ
た
「
記
念
碑
」
が
、
当
時
の
社
会
的

状
況
に
お
け
る
「
宗
教
」
と
の
関
わ
り
の

中
で
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　

次
に
マ
テ
ヤ
・
ジ
ャ
ビ
ェ
ク
氏
（
筑
波

大
学
大
学
院
）
が
「
日
本
の
武
道
と
宗
教

の
関
係
の
再
検
討
―
―
三
峯
山
と
極
真
空

手
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ Reconsidering 

the Relationship betw
een Japanese 

M
artial A

rts and Religion: Case 
Study of M

t. M
itsum

ine and 
K

yokushin K
arate

」
と
題
し
て
報
告

を
行
っ
た
。
近
代
格
闘
技
は
宗
教
的
伝
統

を
必
ず
し
も
必
要
と
し
な
い
が
、
実
際
に

は
そ
の
よ
う
な
伝
統
が
格
闘
技
の
日
常
的

実
践
の
中
で
依
然
と
し
て
意
味
を
有
し
て

い
る
。
ジ
ャ
ビ
ェ
ク
氏
は
極
真
空
手
と
三

峯
山
の
関
係
を
具
体
例
と
し
て
取
り
上

げ
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　

グ
エ
ン
・
ト
ゥ
・
ハ
ン
氏
（
ハ
ノ
イ

国
家
大
学
）
は
「
日
本
に
お
け
る
土

地
神
信
仰
―
―
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
の
比

較 T
he W

orshipping of the T
u D

i 
Gong in Japan: A

 Com
parison w

ith 
V

ietnam

」
と
題
し
て
、
日
本
の
神
道
の

中
で
も
特
に
人
々
の
間
で
広
ま
っ
て
い
る

土
地
神
へ
の
信
仰
を
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
事

例
と
比
較
し
て
考
察
を
行
っ
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
４
：
ア
ジ
ア
の
宗
教
文
化

に
お
け
る
現
代
の
諸
問
題
（Session 

4
: C

om
tem

porary Issues in 
Religious Cultures in Asia

）

　

セ
ッ
シ
ョ
ン
４
で
は
ま
ず
阿
部
哲

氏
（
長
崎
大
学
）
が
「
環
境
を
め
ぐ
る

イ
ス
ラ
ム
の
議
論
―
―
現
代
イ
ラ
ン
に

お
け
る
宗
教
的
原
理
の
検
討 Islam

ic 
D

ebates on the Environm
ent: A

n 
Exam

ination of Religious Rationales 
in Contem

porary Iran
」
と
題
し
て
報

告
を
行
っ
た
。
イ
ラ
ン
で
近
年
環
境
問
題

を
め
ぐ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
宗
教
指
導
者

の
議
論
に
お
い
て
、
近
代
科
学
と
の
関
係

の
中
で
イ
ス
ラ
ム
の
教
え
が
い
か
に
解
釈

さ
れ
て
い
る
か
を
検
討
す
る
も
の
だ
っ

た
。

　

次
に
伍
嘉
誠
氏
（
長
崎
大
学
）
が

「
香
港
で
日
本
仏
教
と
中
国
民
俗
宗
教

が
出
会
う
時
―
―
中
国
的
環
境
に
お

け
る
創
価
学
会
の
表
象
と
解
釈 W

hen 
Japanese Buddhism

 and Chinese 
Folk Religion M

eet in H
ong K

ong: 
Representation and Interpreation 
of Soka G

akkai in the C
hinese 

Settings

」
と
い
う
報
告
を
行
っ
た
。
呉

氏
に
よ
れ
ば
、
香
港
の
創
価
学
会
は
「
随

方
毘
尼
」
と
い
う
原
則
に
基
づ
く
解
釈
を

行
う
こ
と
で
、
儒
仏
道
の
三
教
一
致
な
ど

を
特
色
と
す
る
香
港
の
文
化
に
合
わ
せ
た

布
教
を
実
現
し
て
い
る
と
い
う
。

　

最
後
に
ム
ン
・
ビ
ョ
ン
ジ
ュ
ン
氏
（
ソ

ウ
ル
大
学
）
が
「
動
員
の
た
め
の
時
代

区
分
―
―
『
韓
国
新
宗
教
』
の
宗
教

的
時
代
区
分
と
の
比
較
に
お
け
る
『
第

四
次
工
業
革
命
』
言
説
の
言
説
論
的
分

析 Periodization for M
obilizing: 

D
iscursive analysis to “the 4th 

Industrial Revolution” D
iscourse 

in C
om

parison w
ith R

eligious 
Periodization in “K

orean N
ew

 
Religions

」
と
題
し
て
報
告
を
行
っ
た
。

近
年
韓
国
の
社
会
経
済
的
言
説
の
中
心
的

地
位
を
占
め
て
い
る
「
第
四
次
工
業
革

命
」
論
を
取
り
上
げ
、「
時
代
区
分
」
の

言
説
が
持
つ
人
間
や
資
源
の
「
動
員
」
と

し
て
の
機
能
と
、
そ
の
意
味
論
的
基
礎
に

つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

結
び
の
言
葉
（Concluding Rem

arks

）

　

す
べ
て
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
終
わ
っ
た

後
、
司
会
を
務
め
た
櫻
井
義
秀
氏
（
北
海

道
大
学
大
学
院
）
が
結
び
の
言
葉
を
述
べ

た
。
櫻
井
氏
は
「
ア
ジ
ア
の
宗
教
文
化
―

―
モ
ダ
ニ
テ
ィ
の
中
で
の
相
互
変
容
」
と

い
う
主
題
を
め
ぐ
り
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
全
体

を
通
じ
て
得
ら
れ
た
重
要
な
知
見
と
し

て
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
文
明
」
の
国
と

し
て
の
中
国
の
意
味
や
近
代
日
本
に
お
け

る
記
念
碑
の
利
用
を
挙
げ
、
外
国
の
イ

メ
ー
ジ
を
参
照
す
る
こ
と
や
時
代
区
分
を

用
い
る
こ
と
が
モ
ダ
ニ
テ
ィ
の
二
つ
の
戦

略
と
し
て
考
え
ら
れ
る
と
指
摘
し
た
。

　

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
延
べ
三
十
七
人
が

参
加
し
、
各
報
告
の
後
に
は
英
語
で
の
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
平
成
三
十
一

年
度
に
は
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
報
告
書
も
刊

行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

 

（
文
責
・
齋
藤
公
太
）

た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
日
本
で
は
、
五
世

紀
頃
に
国
家
意
識
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
述
べ
た
。

　

佐
藤
氏
は
、「
古
代
国
家
の
形
成
と
修

史
事
業
」
と
題
し
、『
日
本
書
紀
』
に
記

さ
れ
た
七
・
八
世
紀
に
お
け
る
律
令
国
家

の
成
立
と
史
書
の
編
纂
事
業
の
動
向
と

と
も
に
、『
古
事
記
』
の
内
容
に
言
及
し
、

男
性
天
皇
の
相
次
ぐ
早
世
の
た
め
、
女
性

天
皇
か
ら
男
性
天
皇
へ
の
即
位
の
正
当
性

の
保
証
が
『
古
事
記
』
の
内
容
に
も
反
映

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
。

李
氏
は
、「
九
州
南
部
の
天
孫
降
臨
神

話
と
加
耶
」
と
題
し
、
韓
国
の
考
古
史
料

や
文
字
資
料
な
ど
を
紹
介
し
つ
つ
、
日

本
・
中
国
な
ど
の
周
辺
国
と
の
交
流
関
係

の
中
で
、
五
世
紀
頃
の
朝
鮮
半
島
に
お
い

て
も
、
国
家
形
成
と
史
書
編
纂
の
動
き
が

あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
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平
成
三
十
年
十
一
月
三
日
（
土
）、
宮

崎
県
立
西
都
原
考
古
博
物
館
（
宮
崎
県
西

都
市
）
に
て
、
平
成
三
十
年
度
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
古
事
記
と
「
国
家
」
の
形
成

―
古
代
史
と
考
古
学
の
視
点
か
ら
―
」
が

開
催
さ
れ
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
私
立

大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
の
中
間

総
括
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
位
置
づ
け
ら

れ
、
宮
崎
県
共
催
、
西
都
市
・
宮
崎
県
神

社
庁
後
援
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

　

登
壇
者
等
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

■
パ
ネ
リ
ス
ト

　

谷 

口
雅
博
（
本
学
文
学
部
教
授
・
古
事

記
学
セ
ン
タ
ー
長
）

　

サ 

イ
モ
ン
・
ケ
イ
ナ
ー
（
英
国
・
セ
イ

ン
ズ
ベ
リ
ー
日
本
藝
術
研
究
所
総
括

役
所
長
）

　

 

笹
生
衛
（
本
学
神
道
文
化
学
部
教
授
・

國
學
院
大
學
博
物
館
長
）

佐
藤
長
門
（
本
学
文
学
部
教
授
）

■
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

　

李 

永
植
（
韓
国
・
仁
済
大
学
校
歴
史
考

古
学
科
教
授
・
同
大
学
校
博
物
館
長
）

■
デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト

　

長 

友
安
隆
（
青
島
神
社
宮
司
・
宮
崎
県

神
社
庁
講
師
）

■
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
司
会

山
﨑
雅
稔
（
本
学
文
学
部
准
教
授
）

■
総
合
司
会

渡
邉
卓（
本
学
研
究
開
発
推
進
機
構
助
教
）

　

開
会
に
あ
た
り
、
主
催
の
國
學
院
大
學

か
ら
は
、
石
井
研
士
氏
（
本
学
神
道
文
化

学
部
教
授
・
副
学
長
）、
共
催
の
宮
崎
県

か
ら
は
、
鶴
田
安
彦
氏
（
宮
崎
県
総
合
政

策
部
次
長
）、
後
援
の
西
都
市
と
宮
崎
県

神
社
庁
か
ら
は
、
押
川
修
一
郎
氏
（
西
都

市
長
）
と
本
部
雅
裕
氏
（
宮
崎
県
神
社
庁

長
）
が
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

各
発
表
で
は
、
谷
口
氏
が
、「『
古
事
記
』

と
国
家
の
形
成
」
と
題
し
て
、『
古
事
記
』

に
記
さ
れ
て
い
る
国
家
形
成
と
史
書
編
纂

の
動
機
に
つ
い
て
触
れ
た
。『
日
本
書
紀
』

と
『
古
事
記
』
の
二
つ
史
書
が
同
時
期
に

成
立
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、『
日
本
書
紀
』

が
国
内
外
に
正
格
漢
文
の
史
書
が
成
立
し

た
こ
と
を
示
す
た
め
に
作
ら
れ
た
の
に
対

し
、『
古
事
記
』
は
、
系
譜
意
識
が
強
い

た
め
、
皇
位
継
承
の
正
当
化
を
目
的
と
し

て
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
。

サ
イ
モ
ン
氏
は
、「
考
古
学
と
神
話
の

間
―
最
近
の
発
掘
調
査
の
成
果
か
ら
見
た

英
国
の
国
家
形
成
―
」
と
題
し
、
近
年
の

イ
ギ
リ
ス
で
の
発
掘
調
査
の
成
果
を
紹
介

し
つ
つ
、
五
世
紀
頃
に
ロ
ー
マ
帝
国
が
崩

壊
し
た
こ
と
に
伴
い
、
国
家
意
識
が
芽

生
え
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
現
在
残
る

「
ア
ー
サ
ー
王
伝
説
」
は
こ
の
頃
の
史
実

が
基
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
述

べ
た
。

　

笹
生
氏
は
、「
国
家
形
成
と
鏡
・
刀
剣

―
宝
鏡
・
神
剣
の
原
形
と
歴
史
的
展
開

―
」
と
題
し
て
、
三
世
紀
か
ら
五
世
紀
、

そ
し
て
、
六
世
紀
に
お
い
て
、
日
本
の

鏡
・
刀
剣
の
装
飾
や
形
状
が
中
国
の
影
響

を
受
け
な
が
ら
変
遷
し
て
い
っ
た
こ
と
に

言
及
し
、
こ
れ
ら
が
日
本
の
大
王
と
首
長

の
関
係
性
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
日
本
で
は
、
五
世

紀
頃
に
国
家
意
識
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
述
べ
た
。

　

佐
藤
氏
は
、「
古
代
国
家
の
形
成
と
修

史
事
業
」
と
題
し
、『
日
本
書
紀
』
に
記

さ
れ
た
七
・
八
世
紀
に
お
け
る
律
令
国
家

の
成
立
と
史
書
の
編
纂
事
業
の
動
向
と

と
も
に
、『
古
事
記
』
の
内
容
に
言
及
し
、

男
性
天
皇
の
相
次
ぐ
早
世
の
た
め
、
女
性

天
皇
か
ら
男
性
天
皇
へ
の
即
位
の
正
当
性

の
保
証
が
『
古
事
記
』
の
内
容
に
も
反
映

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
。

李
氏
は
、「
九
州
南
部
の
天
孫
降
臨
神

話
と
加
耶
」
と
題
し
、
韓
国
の
考
古
史
料

や
文
字
資
料
な
ど
を
紹
介
し
つ
つ
、
日

本
・
中
国
な
ど
の
周
辺
国
と
の
交
流
関
係

の
中
で
、
五
世
紀
頃
の
朝
鮮
半
島
に
お
い

て
も
、
国
家
形
成
と
史
書
編
纂
の
動
き
が

あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

つ
づ
く
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
山
﨑

氏
が
司
会
を
務
め
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
谷
口

氏
、
サ
イ
モ
ン
氏
、
笹
生
氏
、
佐
藤
氏
、

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
李
氏
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

サ
ン
ト
の
長
友
氏
が
登
壇
し
、
討
議
が
行

わ
れ
た
。

ま
ず
、
聴
衆
代
表
の
長
友
氏
か
ら
、
西

都
原
古
墳
群
の
発
掘
史
や
宮
崎
と
百
済
と

の
関
係
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
登
壇
者
に
よ
る
文
学
・
史

学
・
考
古
学
の
学
問
の
分
野
を
超
え
た
討

議
が
な
さ
れ
た
。
五
世
紀
に
、
東
ア
ジ
ア

で
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
中
国
、

そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
大
き
な
影
響
力
を

持
っ
て
い
た
ロ
ー
マ
帝
国
と
い
う
巨
大
な

国
家
が
転
換
期
を
迎
え
る
中
で
、
ア
ジ
ア

で
は
日
本
・
韓
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
英

国
に
お
い
て
国
家
意
識
が
芽
生
え
始
め
た

こ
と
ま
た
そ
れ
に
伴
っ
て
史
書
編
纂
の
源

流
が
形
作
ら
れ
て
い
く
と
い
う
指
摘
が
あ

り
、『
古
事
記
』
の
成
立
や
国
家
形
成
の

動
向
を
世
界
的
な
レ
ベ
ル
で
捉
え
直
せ
る

可
能
性
に
つ
い
て
も
言
及
が
あ
っ
た
。

本
事
業
に
お
い
て
初
の
学
外
開
催
の
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
っ
た
が
、
事
前
の

広
報
活
動
や
各
種
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ

ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
当
日
は
二
二
六
名

の
来
場
者
が
あ
っ
た
。
同
日
は
会
場
周
辺

で
は
西
都
古
墳
祭
り
も
開
催
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
非
常
に
盛
況
な
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
と
な
っ
た
。
神
話
の
ふ
る
さ
と
と
称

さ
れ
る
宮
崎
県
に
て
、
中
間
総
括
に
相
応

し
い
学
際
的
・
国
際
的
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

（
文
責
・
渡
邉
卓
）

私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
平
成
三
十
年
度
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「
古
事
記
と「
国
家
」の
形
成
―
古
代
史
と
考
古
学
の
視
点
か
ら
―
」
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事
業
の
目
的
と
概
要

本
セ
ン
タ
ー
は
、
本
学
が
平
成
二
十
八

度
文
部
科
学
省
「
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
事
業
」（
タ
イ
プ
Ｂ
：
世
界
展

開
型
）
に
、「
古
事
記
学
」
の
推
進
拠
点

形
成
―
世
界
と
次
世
代
に
語
り
継
ぐ
『
古

事
記
』
の
先
端
的
研
究
・
教
育
・
発
信
―
」

と
し
て
選
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
設
置
さ

れ
、
年
次
計
画
に
基
づ
き
な
が
ら
事
業
推

進
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
皇
典
講
究
所
の
創

立
以
来
、
継
続
し
て
行
わ
れ
て
き
た
『
古

事
記
』
研
究
を
継
承
・
発
展
さ
せ
た
事
業

を
展
開
し
て
お
り
、
日
本
文
化
の
新
た
な

る
創
造
と
発
展
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　
平
成
三
十
年
度
の
事
業
報
告

　

本
年
度
の
全
体
目
標
と
し
て
以
下
の
も

の
を
掲
げ
た
。

・
事
業
全
体
の
中
間
的
総
括

〈
研
究
〉 「
中
間
総
括
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
の
開
催

〈
教
育
〉
教
育
実
践
の
試
行

〈
発
信
〉 

多
様
な
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
情
報

発
信

　

こ
れ
ら
の
目
標
に
対
し
て
、
以
下
の
個

別
の
事
業
計
画
を
推
進
し
た
。

①
学
内
定
例
研
究
会
の
実
施

　

 

事
業
を
支
え
る
定
例
研
究
会
は
、
Ａ
Ｍ

Ｃ
棟
会
議
室
〇
六
に
て
、
七
回
（
十
六

時
～
十
七
時
三
十
分
）
開
催
し
た
。
研

究
会
は
、『
古
事
記
』
の
本
文
校
訂
・

註
釈
の
検
討
、
教
員
・
研
究
員
に
よ
る

発
表
・
報
告
で
構
成
さ
れ
る

 

（
以
下
、
敬
称
略
）。

○
第
一
回
（
四
月
二
十
五
日
）

・ 『
古
事
記
』
の
本
文
校
訂
23
「
須
賀
の

宮
①
」（
谷
口
雅
博
）

○
第
二
回
（
五
月
三
十
一
日
）

・ 「
南
開
大
学
と
の
研
究
連
携
協
議
お
よ

び
中
間
総
括
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
関

す
る
報
告
」（
渡
邉
卓
）

・ 『
古
事
記
』
の
本
文
校
訂
24
「
須
賀
の

宮
②
」（
谷
口
雅
博
）

○
第
三
回
（
六
月
二
十
七
日
）

・ 「『
古
事
記
』
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

現
状
報
告
」（
井
上
隼
人･

中
山
陽
介
）

・ 『
古
事
記
』
の
本
文
校
訂
25
「
稲
羽
の

素
兎
」（
谷
口
雅
博
）

○
第
四
回
（
七
月
二
十
五
日
）

・ 「『
古
事
記
』
に
見
ら
れ
る
神
社
関
連

地
名
称
呼
と
社
名
表
記
に
つ
い
て
」

（
藤
本
頼
生
）

・ 『
古
事
記
』
の
本
文
校
訂
25
「
稲
羽
の

素
兎
」（
谷
口
雅
博
）

○
第
五
回
（
十
月
十
七
日
）

・ 「｢

古
代
祭
祀
と
鏡 

―
古
代
祭
祀
の
立

場
か
ら
―｣

（
笹
生
衛
）

○
第
六
回
（
十
一
月
二
十
六
日
）

・ 『
古
事
記
』
の
本
文
校
訂
26
「
八
十
神

の
迫
害
」（
谷
口
雅
博
）

○
第
七
回
（
十
二
月
十
九
日
）

・ 「
古
事
記
学
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
」（
井
上

隼
人
）

②「
中
間
総
括
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
宮

崎
県
）
の
開
催

十
一
月
三
日
に
宮
崎
県
立
西
都
原
考
古

博
物
館
に
て
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
古

事
記
と
「
国
家
」
の
形
成
―
古
代
史
と
考

古
学
の
視
点
か
ら
―
」（
宮
崎
県
共
催
、

西
都
市
・
宮
崎
県
神
社
庁
後
援
）
を
開
催

し
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、
本
学
か
ら
谷
口

雅
博
、
笹
生
衛
、
佐
藤
長
門
の
三
名
、
海

外
か
ら
サ
イ
モ
ン
・
ケ
イ
ナ
ー
（
イ
ギ
リ

ス
・
セ
イ
ン
ズ
ベ
リ
ー
日
本
藝
術
研
究

所
）
が
登
壇
し
、
ま
た
、
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
と
し
て
李
永
植
（
韓
国
・
仁
済
大
学

校
）、
デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト
と
し
て
長
友

安
隆
（
青
島
神
社
宮
司
）
が
登
壇
し
た
。

本
研
究
事
業
で
は
初
と
な
る
学
外
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
っ
た
が
、
二
二
六
名
の
聴

衆
が
あ
っ
た
。
な
お
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
詳
細
に
つ
い
て
は
七
頁
参
照
。

③
共
通
教
育
科
目
「
古
事
記
学
」
の
開
講

　

昨
年
度
に
ひ
き
つ
づ
き
平
成
三
十
年
度

後
期
科
目
と
し
て
「
國
學
院
の
学
問
（
古

事
記
を
諸
分
野
か
ら
読
む
）」（
金
曜
四

限
）
を
開
講
し
、
本
研
究
事
業
に
携
わ
る

教
員
（
谷
口
雅
博
、
武
田
秀
章
、
笹
生
衛
、

佐
藤
長
門
、
平
藤
喜
久
子
、
松
本
久
史
、

渡
邉
卓
）
が
、
学
問
分
野
の
枠
を
超
え
て

リ
レ
ー
形
式
の
講
義
を
行
っ
た
。
履
修
者

数
は
一
七
三
名
で
あ
っ
た
。

④
外
部
機
関
と
連
携
し
た
学
際
的
・
国
際

的
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

本
年
度
の
学
際
的
・
国
際
的
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
中
国
・
南
開
大
学
と
の
学
術
交
流
会
議

お
よ
び
講
義

　

五
月
十
三
日
～
十
五
日
に
、
本
セ
ン

タ
ー
の
渡
邉
卓
が
本
学
の
海
外
協
定
校
で

あ
る
南
開
大
学
へ
訪
れ
、
今
後
の
研
究
連

携
に
つ
い
て
の
協
議
、
南
開
大
学
外
国
語

学
院
日
本
言
語
文
学
科
の
院
生
研
究
会
へ

参
加
し
た
。
ま
た
、
同
大
学
東
ア
ジ
ア
文

化
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
の
講
演
会
に
て
、

「『
古
事
記
』
の
説
話
―
神
祇
と
神
語
―
」

と
題
し
た
講
演
を
行
っ
た
。

私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

　
「「
古
事
記
学
」
の
推
進
拠
点
形
成　
―
世
界
と
次
世
代
に
語
り
継
ぐ

『
古
事
記
』
の
先
端
的
研
究
・
教
育
・
発
信
―
」
事
業
報
告

学内定例研究会の様子

講演の様子



9 No.24（通号）　　　　　　　　　　　　國學院大學研究開発推進機構ニュース 平成31年（2019）2月25日

○
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
日
本

文
化
研
究
所
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

九
月
二
十
一
日
に
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

エ
ド
ウ
ィ
ン
・
Ｏ
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
日
本

文
化
研
究
所
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
古
代

日
本
の
神
話
と
儀
礼
」
が
開
催
さ
れ
た
。

本
セ
ン
タ
ー
か
ら
笹
生
衛
、
平
藤
喜
久

子
、
渡
邉
卓
、
本
学
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー

神
道
資
料
館
部
門
か
ら
大
東
敬
明
、
木
村

大
樹
が
登
壇
し
た
。
笹
生
は
、
考
古
学
の

成
果
に
基
づ
い
て
新
嘗
・
大
嘗
祭
の
原
形

に
つ
い
て
講
演
し
た
。
平
藤
は
、
神
話
学

に
お
け
る
ス
サ
ノ
オ
論
争
な
ど
か
ら
近
代

の
儀
礼
に
つ
い
て
の
神
話
の
扱
い
に
つ
い

て
発
表
し
た
。
渡
邉
は
『
古
事
記
』
に
描

か
れ
る
制
度
化
以
前
の
儀
礼
に
つ
い
て
文

学
的
立
場
か
ら
発
表
し
た
。

○
人
間
開
発
学
部
十
周
年
記
念
事
業

十
一
月
十
日
に
、
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ

ン
パ
ス
に
て
人
間
開
発
学
部
十
周
年
記
念

事
業
が
開
催
さ
れ
た
。
本
セ
ン
タ
ー
と
の

共
催
で
行
わ
れ
た
浅
野
温
子
の
特
別
授
業

「
日
御
子　

イ
ワ
レ
ビ
コ
と
イ
ツ
セ
、
東

を
目
指
す
」
に
お
い
て
、
本
セ
ン
タ
ー
の

渡
邉
卓
が
司
会
を
務
め
、『
古
事
記
』
の

神
武
東
征
に
つ
い
て
解
説
を
行
っ
た
。

⑤
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
公
開

平
成
二
十
九
年
度
か
ら
公
開
し
て
い
る

神
名
・
氏
族
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
は

随
時
情
報
を
更
新
し
て
い
る
他
、
検
索
の

利
便
性
を
高
め
る
た
め
に
追
従
式
の
索
引

を
つ
け
、
視
認
性
を
高
め
る
た
め
に
背
景

の
色
を
変
更
し
た
。
氏
族
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
は
さ
ら
に
、
カ
バ
ネ
総
記
を
設
け
、
該

当
氏
族
を
下
部
に
配
置
し
、
各
氏
族
の
性

格
が
把
握
し
や
す
く
な
る
よ
う
に
し
た
。

ま
た
、
本
年
度
よ
り
新
た
に
地
名
・
宮
都
・

陵
墓
・
神
社
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
た
。

各
土
地
の
情
報
と
共
に
地
図
を
一
緒
に
表

示
さ
せ
る
こ
と
で
比
定
地
を
把
握
し
や
す

く
し
た
。
ま
た
、
項
目
ご
と
に
都
道
府
県

自
治
体
や
観
光
協
会
が
作
成
す
る
観
光
案

内
、
神
社
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ン

ク
を
貼
る
こ
と
で
利
便
性
を
高
め
た
。
こ

れ
ら
は
後
掲
⑦
の
古
事
記
関
連
ア
プ
リ
と

連
動
さ
せ
、
比
定
地
を
め
ぐ
る
際
の
ガ
イ

ド
と
し
て
の
用
途
も
想
定
し
て
い
る
。

⑥
『
古
事
記
』
入
門
書
の
刊
行

　

谷
口
雅
博
執
筆
の
『
古
事
記
の
謎
を
ひ

も
と
く
』（
弘
文
堂
、
平
成
三
十
年
四
月
）

が
刊
行
さ
れ
た
。

⑦
『
古
事
記
』
関
連
ア
プ
リ
の
公
開

『
古
事
記
』
関
連
伝
承
地
の
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
「
古
事
記
学
マ
ッ
プ
」
を
作

成
し
て
い
る
。
前
掲
④
で
掲
げ
た
地
名
・

宮
都
・
陵
墓
・
神
社
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
連

動
さ
せ
て
い
る
。
平
成
三
十
一
年
三
月
ま

で
に
二
五
一
件
の
関
連
伝
承
地
に
つ
い
て

公
開
予
定
。

⑧
『
古
事
記
』
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催　

　
『
古
事
記
』
の
理
解
お
よ
び
日
本
文
化

へ
の
関
心
を
促
す
こ
と
を
目
的
の
も
と
、

第
二
回
「
古
事
記
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
開
催
し
た
。
前
回
同
様
、
一
般
財
団
法

人
神
道
文
化
会
と
共
催
で
あ
り
、
本
年
度

よ
り
高
校
生
部
門
・
大
学
生
部
門
を
設
け

た
。
全
国
の
高
校
生
・
大
学
生
・
短
期
大

学
生
か
ら
『
古
事
記
』
に
関
す
る
絵
画
・

ア
ー
ト
作
品
を
募
り
、
高
校
生
部
門
は

二
三
八
点
、
大
学
生
部
門
は
九
九
点
の
作

品
の
応
募
が
あ
っ
た
。
審
査
員
は
谷
口
雅

博
、
武
田
秀
章
、
藤
澤
紫
、
松
山
文
彦
（
一

般
財
団
法
人
神
道
文
化
会
専
務
理
事
）、

中
野
リ
ョ
ー
コ
（
フ
リ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
・

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
）、
近
藤
よ
う
こ
（
漫

画
家
）
の
六
名
で
あ
り
、
公
正
な
審
査
の

も
と
両
部
門
の
各
賞
が
決
定
し
た
。
な
お

最
終
審
査
会
は
神
道
文
化
会
の
事
務
局
が

置
か
れ
る
東
京
大
神
宮
マ
ツ
ヤ
サ
ロ
ン
に

て
行
わ
れ
た
。
本
年
度
は
両
部
門
に
特
別

審
査
員
賞
、
高
校
生
部
門
に
団
体
賞
が
設

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
詳
細
は
本
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
参

照
）。
表
彰
式
は
平
成
三
十
一
年
二
月
十

日
、
若
木
タ
ワ
ー
十
八
階
の
有
栖
川
宮
記

念
ホ
ー
ル
に
て
執
り
行
わ
れ
た
。
な
お
、

受
賞
作
品
は
平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
二

日
か
ら
本
学
博
物
館
で
展
示
し
て
い
る
。

 

⑨
『
こ
ど
も
古
事
記
』
試
用
版
Ｗ
ｅ
ｂ
公
開

『
こ
ど
も
古
事
記
』
に
つ
い
て
は
、
現
在

作
成
中
で
あ
り
、
挿
絵
は
第
一
回
古
事
記

ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
者
が
担
当
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
に
「
天
地
初
発
～
神

世
七
代
」
の
範
囲
を
公
開
予
定
で
あ
る
。

成
果
の
公
開
に
つ
い
て

　

研
究
事
業
の
成
果
公
開
は
、
各
種
の
事

業
計
画
に
基
づ
き
随
時
行
わ
れ
る
他
、
例

年
刊
行
し
て
い
る
成
果
論
集『
古
事
記
學
』

で
も
公
開
し
て
い
る
。
本
年
度
で
第
五
号

と
な
る
同
論
集
に
は
、『
古
事
記
』
註
釈

と
し
て
、
上
巻
「
須
賀
の
宮
」
か
ら
「
八
十

神
の
迫
害
」
ま
で
を
掲
載
し
、
こ
の
他
に

平
成
二
十
九
年
度
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

講
演
録
、
皇
學
館
大
学
連
携
研
究
会
の
成

果
と
な
る
三
本
の
論
考
、
Ⅲ
グ
ル
ー
プ
主

催
研
究
会
の
論
考
、
論
考
二
本
、
敷
田
年

治『
古
事
記
標
注
』翻
刻
、
英
訳『
古
事
記
』

を
掲
載
す
る
。
平
成
三
十
一
年
二
月
末
日

刊
行
予
定
。
ま
た
、
本
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
『
古
事
記
學
』
第
五
号
の
公

開
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

 

（
文
責
・
渡
邉　

卓
）

ワークショップの様子

大学部門　特選高校生部門　特選

審査会の様子
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本
研
究
会
は
、
國
學
院
大
學
二
十
一
世

紀
研
究
教
育
計
画
委
員
会
研
究
事
業
「
地

域
・
渋
谷
か
ら
発
信
す
る
共
存
社
会
の
構

築
」・
共
存
学
グ
ル
ー
プ
の
事
業
内
容
（
平

成
二
十
九
年
度
ま
で
）
を
継
承
し
、
本
年

度
か
ら
「
伝
統
文
化
・
神
社
・
地
域
と
共

存
社
会
の
研
究
」
を
実
施
す
る
研
究
開
発

推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
事
業
共
存
学
グ
ル
ー

プ
の
主
催
に
よ
り
、
平
成
三
十
年
十
月

十
三
日
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室
〇
六
に

て
開
催
さ
れ
た
。

開
催
趣
旨
は
、
伝
統
文
化
と
共
存
す
る

地
域
の
諸
課
題
に
つ
い
て
、
中
国
と
日
本

の
事
例
か
ら
考
え
る
こ
と
に
あ
り
、
奈
良

雅
史
氏
（
北
海
道
大
学
准
教
授
）、
山
本

健
太
氏
（
本
学
経
済
学
部
准
教
授
）
に
よ

る
発
題
、
黒
澤
直
道
氏
（
本
学
文
学
部
教

授
）、
菅
浩
二
氏
（
本
学
神
道
文
化
学
部

教
授
）
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
、
古
沢
広
祐
氏

（
本
学
経
済
学
部
教
授
）
の
司
会
に
よ
る

総
合
討
議
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
以
下
、
当

日
の
内
容
を
報
告
す
る
。

【
発
題
一
】
奈
良
雅
史
氏
「
エ
ス
ニ
ッ
ク
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
開
発
に
伴
う
民
族
間
関
係
の

変
化　
―
中
国
雲
南
省
に
お
け
る
回
族
社

会
の
事
例
か
ら
―
」

奈
良
氏
は
、
観
光
客
の
来
訪
を
歓
迎
し

な
い
傾
向
に
あ
っ
た
回
族
が
、
近
年
、
積

極
的
に
受
け
入
れ
る
傾
向
に
あ
る
現
状
に

つ
い
て
、
雲
南
省
紅
河
州
箇
旧
市
沙
甸
区

を
事
例
に
検
討
し
、
回
族
社
会
の
観
光
に

確
認
さ
れ
る
民
族
間
関
係
の
変
化
を
報
告

し
た
。

　

変
化
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
八

年
末
か
ら
の
改
革
・
開
放
政
策
が
進
め
ら

れ
る
中
で
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
中
国

国
内
旅
行
が
発
展
し
、
八
〇
年
代
半
ば
以

降
に
は
、
各
地
に
国
家
主
導
に
よ
る
民
族

テ
ー
マ
パ
ー
ク
が
つ
く
ら
れ
、
少
数
民
族

集
住
地
域
の
観
光
開
発
が
お
こ
な
わ
れ
た

こ
と
に
言
及
（
民
族
観
光
）。
回
族
集
住

地
域
の
観
光
化
は
、
特
に
二
〇
〇
〇
年
代

以
降
に
活
発
化
し
、
そ
れ
ま
で
非
ム
ス
リ

ム
・
他
民
族
に
対
し
て
排
他
的
な
傾
向
に

あ
っ
た
回
族
集
住
地
域
に
観
光
客
が
訪
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
沙
甸
に
お
い

て
は
、
二
〇
一
〇
年
に
建
設
さ
れ
た
大
モ

ス
ク
が
あ
り
、
観
光
客
対
応
の
部
門
を
設

置
し
て
受
入
れ
態
勢
を
整
え
、
イ
ス
ラ
ー

ム
や
ム
ス
リ
ム
に
対
す
る
誤
解
や
無
理
解

の
解
消
を
期
待
し
、
民
族
観
光
を
自
己
表

象
の
場
に
し
た
こ
と
を
指
摘
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
民
族
観
光
開
発
の
み

な
ら
ず
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
回
族
の

イ
ス
ラ
ー
ム
に
関
す
る
活
動
が
活
発
化
し

て
お
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
実
践
し
な
い

回
族
を
ム
ス
リ
ム
か
ら
排
除
す
る
、「
回

族
」
と
「
ム
ス
リ
ム
」
の
分
化
が
見
ら
れ

る
と
述
べ
た
。
そ
の
一
方
で
、
回
族
の
イ

ス
ラ
ー
ム
信
仰
へ
の
志
向
と
い
う
一
見
排

他
的
な
民
族
・
宗
教
的
あ
り
方
が
、
潜
在

的
な
ム
ス
リ
ム
と
見
做
さ
れ
得
る
他
民
族

を
受
け
入
れ
る
余
地
を
広
げ
、
そ
の
民
族

観
光
を
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
信
仰
を
伝
え
る

場
に
し
た
と
い
う
。
以
上
の
検
討
を
踏
ま

え
、
観
光
開
発
に
よ
る
ゲ
ス
ト
・
ホ
ス
ト

の
関
係
性
が
民
族
間
関
係
を
開
か
れ
た
も

の
に
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示

唆
す
る
と
と
も
に
、
最
近
で
は
モ
ス
ク
の

人
達
と
観
光
客
の
接
す
る
場
が
制
限
さ
れ

る
状
況
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

【
発
題
二
】
山
本
健
太
氏
「
伝
統
と
文
化

の
現
代
的
諸
相
―
西
日
本
に
お
け
る
神
楽

舞
を
事
例
に
―
」

　

山
本
氏
は
、
日
本
の
観
光
政
策
の
現

状
、「
地
域
の
観
光
資
源
」（
＝
域
外
者
の

需
要
が
あ
る
「
地
域
独
自
の
も
の
」、「
そ

こ
」
で
し
か
経
験
で
き
な
い
も
の
）
と
い

う
観
点
等
に
言
及
し
た
上
で
、
西
日
本
に

お
け
る
幾
つ
か
の
神
楽
舞
を
事
例
と
し

て
、
伝
統
と
文
化
の
現
代
的
諸
相
を
テ
ー

マ
に
報
告
し
た
。

ま
ず
、
島
根
県
江
津
市
の
石
見
神
楽
に

つ
い
て
は
、
湯
の
町
神
楽
殿
を
管
理
す
る

有
福
温
泉
協
会
が
出
演
依
頼
を
お
こ
な

い
、
有
福
温
泉
神
楽
団
が
公
演
す
る
事
例

を
紹
介
し
、
神
楽
舞
が
観
光
資
源
と
し
て

積
極
的
に
活
用
さ
れ
て
い
る
状
況
を
指
摘

し
た
。

　

広
島
県
安
芸
高
田
市
の
神
楽
に
つ
い
て

は
、
競
演
会
・
神
楽
甲
子
園
な
ど
、
神
楽

に
関
す
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ

て
お
り
、
神
楽
ド
ー
ム
に
お
け
る
毎
週
金

土
日
の
公
演
等
、
観
光
資
源
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
歌
舞
伎
・
能
の
様
式

を
取
り
入
れ
た
新
舞
の
開
発
に
つ
い
て
も

紹
介
し
た
。

　

ま
た
、
宮
崎
県
日
之
影
町
の
日
之
影
神

楽
に
つ
い
て
は
、
大
楠
集
落
の
神
楽
保
存

会
の
人
々
が
大
楠
神
社
の
例
大
祭
（
十
二

月
第
三
土
曜
日
）
に
神
楽
を
奉
納
す
る
事

例
を
紹
介
。
地
域
結
束
の
場
と
な
る
神
楽

の
継
承
・
保
全
活
動
に
力
を
入
れ
る
一
方

で
、
観
光
資
源
と
し
て
町
外
に
広
報
す
る

こ
と
に
は
あ
ま
り
積
極
的
で
は
な
い
こ
と

を
述
べ
た
。
そ
し
て
高
知
県
梼
原
町
・
津

野
町
・
仁
淀
川
町
の
神
楽
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
保
存
会
が
あ
り
、
津
野
町
で
は

教
育
委
員
会
が
郷
土
愛
教
育
に
活
用
し
て

い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

　

最
後
に
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
・
立
地
・
ア

ク
セ
ス
等
の
条
件
に
も
言
及
し
、
神
楽
舞

を
観
光
資
源
と
し
て
活
用
し
て
い
く
地
域

が
あ
る
一
方
で
、
共
同
体
維
持
の
た
め
の

伝
統
文
化
と
し
て
継
承
・
保
全
す
る
こ
と

に
力
を
注
ぐ
地
域
、
郷
土
愛
を
育
む
た
め

の
教
材
と
す
る
地
域
な
ど
、
様
々
な
地
域

毎
の
特
性
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

以
上
の
発
題
を
受
け
て
コ
メ
ン
ト
が
為

さ
れ
、
総
合
討
議
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
な

お
、
本
研
究
会
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
発

題
・
コ
メ
ン
ト
・
全
体
討
議
の
記
録
を
ま

と
め
、
来
年
度
刊
行
の
『
研
究
開
発
推
進

セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
に
掲
載
す
る
予
定

で
あ
る
。

 

（
文
責
・
宮
本
誉
士
）

平
成
三
十
年
度
共
存
学
公
開
研
究
会

　
「
多
文
化
共
存
を
め
ぐ
る
伝
統
と
開
発 

―
中
国
と
日
本
の
事
例
か
ら
―
」奈良雅史氏

山本健太氏
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■
開
催
に
至
る
経
緯

國
學
院
大
學
博
物
館
と
西
南
学
院
大
学

博
物
館
（
福
岡
県
福
岡
市
）
は
、
平
成

二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
七
月
に
「
西
南

学
院
大
学
博
物
館
と
國
學
院
大
學
博
物
館

と
の
研
究
協
力
に
関
す
る
協
定
書
」
を
交

換
し
た
。
こ
の
協
定
は
、
共
同
研
究
計
画

に
基
づ
く
特
別
展
示
・
相
互
貸
借
展
示

や
、
こ
れ
に
伴
う
普
及
イ
ベ
ン
ト
を
通
し

て
、
教
職
員
・
学
生
の
相
互
交
流
を
促
進

し
、
研
究
・
教
育
活
動
の
充
実
を
目
指
す

も
の
で
あ
る
。
本
展
覧
会
は
、
同
協
定
に

基
づ
く
「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ

シ
タ
ン
関
連
遺
産
」
世
界
文
化
遺
産
登

録
記
念
事
業
と
し
て
、 

東
京
会
場
：
平
成

三
十
年
（
二
〇
一
八
）
九
月
十
五
日
（
土
）

～
十
月
二
十
八
日
（
日
）、
福
岡
会
場
：

十
一
月
二
日
（
金
）
～
十
二
月
十
三
日

（
木
）
の
日
程
で
実
施
し
た
。

■
開
催
概
要

日
本
列
島
に
お
い
て
は
、
在
来
の
ア
ニ

ミ
ズ
ム
的
「
神
道
」
と
、
仏
教
を
は
じ
め

と
す
る
外
来
宗
教
が
、
時
に
相
互
の
独
自

性
を
主
張
し
つ
つ
も
、
緩
や
か
に
併
存
・

融
合
し
て
き
た
。
か
か
る
日
本
に
、
天
地

の
創
造
主
を
崇
め
る
キ
リ
ス
ト
教
が
伝
来

し
た
の
は
、
天
文
十
八
年
（
一
五
四
九
）

の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
豊
臣
秀
吉
が

最
初
の
伴
天
連
追
放
令
を
布
い
た
天
正

十
五
年
（
一
五
八
七
）
年
以
降
、
徐
々
に

キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
に
制
限
が
加
え
ら
れ

て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち

は
、
江
戸
幕
府
の
禁
教
令
や
、
島
原
・
天

草
一
揆
な
ど
が
進
展
す
る
中
で
、
潜
伏
し

て
信
仰
を
守
る
か
、
棄
教
す
る
か
を
選
択

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
く
。
そ
の

後
、
再
び
公
の
布
教
が
可
能
と
な
る
ま
で

に
は
、
明
治
維
新
を
経
て
も
暫
く
の
時
を

要
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
展
覧
会
で
は
、

海
外
か
ら
流
入
す
る
諸
文
化
を
換
骨
奪
胎

し
て
き
た
日
本
に
、
如
何
に
し
て
キ
リ
ス

ト
教
が
根
を
下
ろ
そ
う
と
し
て
き
た
の

か
、
そ
の
歩
み
を
辿
っ
た
。
そ
こ
で
は
、

受
け
入
れ
る
立
場
に
あ
っ
た
日
本
側
の
試

行
錯
誤
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。

■
展
示
概
要

　
序
章
：
日
本
宗
教
の
重
層
性　
日
本
列

島
に
お
い
て
は
、
三
世
紀
か
ら
始
ま
る
国

家
形
成
の
歩
み
と
共
に
神
道
が
定
型
化

し
、
朝
鮮
半
島
を
経
て
六
世
紀
に
伝
来
し

た
仏
教
や
、
中
国
由
来
の
道
教
的
風
習
な

ど
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
今
日
に
至
る
重
層

的
宗
教
文
化
が
育
く
ま
れ
た
。
そ
こ
で

は
、
ア
ミ
ニ
ズ
ム
的
世
界
観
を
背
景
と
し

て
、
諸
宗
教
が
緩
や
か
に
共
存
し
て
お

り
、「
草
木
国
土
悉
皆
成
仏
」
と
い
っ
た

思
想
も
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
の
で

あ
る
。
十
六
世
紀
に
伝
来
し
た
キ
リ
ス
ト

教
は
、
こ
の
よ
う
な
日
本
の
風
土
と
向
き

合
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

第
Ⅰ
章
：
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
来
と
普

及　
十
五
世
紀
半
ば
か
ら
の
大
航
海
時
代

に
は
、
ス
ペ
イ
ン
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
を
中
心

と
す
る
欧
州
諸
国
が
、
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ

ア
・
ア
メ
リ
カ
に
勢
力
を
伸
ば
し
た
。
ま

た
、
十
六
世
紀
前
半
に
提
起
さ
れ
た
宗
教

改
革
の
影
響
を
受
け
て
、
イ
エ
ズ
ス
会
を

先
駆
け
と
す
る
諸
修
道
会
が
、
非
キ
リ
ス

ト
教
圏
へ
の
宣
教
を
積
極
化
す
る
。
日
本

に
お
い
て
も
、
西
国
の
諸
大
名
の
み
な
ら

ず
、
一
般
民
衆
に
も
キ
リ
ス
ト
教
が
普
及

し
た
。
ま
た
、
は
じ
め
て
出
会
う
西
方
の

風
俗
は
、
日
本
で
作
ら
れ
た
工
芸
品
の
意

匠
に
も
影
響
を
与
え
た
。

　
第
Ⅱ
章　
禁
教
政
策
の
展
開　
順
調
に

進
ん
で
き
た
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
は
、
キ

リ
シ
タ
ン
大
名
に
よ
る
領
民
の
強
制
改
宗

や
、
神
社
仏
閣
の
破
壊
を
見
咎
め
た
豊
臣

秀
吉
が
、
宣
教
師
（
伴
天
連
）
追
放
を
宣

言
し
た
天
正
十
五
年
か
ら
、
徐
々
に
潮
目

が
変
わ
っ
て
い
く
。
日
本
の
文
化
に
疎
い

後
発
修
道
会
の
振
る
舞
い
も
、
宣
教
の
困

難
に
拍
車
を
か
け
た
。
続
く
徳
川
幕
府

は
、
暫
く
キ
リ
ス
ト
教
を
黙
認
し
て
い
た

が
、
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
が
関
与
し
た
岡
本

大
八
事
件
や
、
天
草
・
島
原
一
揆
を
経
て
、

教
禁
政
策
を
本
格
化
さ
せ
て
い
っ
た
。

　
第
Ⅲ
章　
キ
リ
ス
ト
教
解
禁
へ
の
道
程　

慶
長
の
禁
教
令
か
ら
約
二
五
〇
年
。
十
九

世
紀
後
半
に
な
る
と
、
開
国
・
開
港
が
進

む
。
長
崎
で
は
、
元
治
二
年
（
一
八
六
五
）

に
信
徒
が
「
発
見
」
さ
れ
た
が
、
ほ
ど
な

く
彼
ら
の
信
仰
が
露
見
し
、
浦
上
四
番
崩

れ
を
引
き
起
こ
す
。
幕
府
が
倒
れ
た
後

も
、
キ
リ
シ
タ
ン
厳
禁
の
高
札
が
撤
去
さ

れ
た
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
ま
で
禁
教

が
続
い
た
。
ま
た
、
外
交
・
内
政
上
の
問

題
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
を
は
じ
め
と
す
る

信
教
の
自
由
に
つ
い
て
は
議
論
が
続
く
。

明
治
憲
法
に
明
文
化
さ
れ
た
信
教
の
自
由

も
、
あ
く
ま
で
制
限
的
な
も
の
で
あ
っ

た
。

　

終
章　
「
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
」
の
伝
統　

禁
教
に
よ
っ
て
司
牧
者
を
失
っ
た
キ
リ
シ

タ
ン
は
、
棄
教
す
る
か
、
潜
伏
し
な
が
ら

自
ら
の
信
仰
を
守
り
続
け
る
か
の
選
択
を

迫
ら
れ
た
。
後
者
の「
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
」

は
、
洗
礼
の
秘
跡
や
、
典
礼
の
形
を
維
持

し
つ
つ
、
在
来
の
神
仏
信
仰
に
擬
態
す
る

こ
と
で
生
き
永
ら
え
て
い
く
。
度
重
な
る

崩
れ
を
経
験
し
て
き
た
「
潜
伏
キ
リ
シ
タ

ン
」
の
後
裔
に
は
、
解
禁
後
に
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
へ
帰
参
し
た
人
々
の
ほ
か
、
先
祖

代
々
の
信
仰
を
守
り
続
け
た
「
カ
ク
レ
キ

リ
シ
タ
ン
」
が
お
り
、
そ
の
伝
統
を
今
日

に
伝
え
て
い
る
。

■
関
連
イ
ベ
ン
ト

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
島
原
・
天
草
一
揆
と

そ
の
後
」（
十
月
六
日
）　

登
壇
者
：
木
村

直
樹
（
長
崎
大
学
）「
島
原
・
天
草
一
揆

と
牢
人
」、
大
橋
幸
泰（
早
稲
田
大
学
）「
諸

藩
に
よ
る
島
原
天
草
一
揆
の
記
録
と
記

憶
」、
安
高
啓
明
（
熊
本
大
学
）「
踏
絵
の

変
容
と
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
考
古
学
が
明
か
す
新

た
な
キ
リ
シ
タ
ン
像
」（
十
月
十
三
日
）　

登
壇
者
：
深
澤
太
郎
（
國
學
院
大
學
）「
日

本
に
お
け
る
宗
教
考
古
学
と
キ
リ
ス
ト

教
」、
今
野
春
樹
（
東
京
藝
術
大
学
）「
キ

リ
シ
タ
ン
考
古
学
の
枠
組
み
」、
大
石
一

久
（
大
浦
天
主
堂
キ
リ
シ
タ
ン
博
物
館
）

「
天
正
遣
欧
使
節
と
千
々
石
ミ
ゲ
ル
」

特
別
講
義
「
生
月
島
の
か
く
れ
キ
リ
シ

タ
ン
」（
十
月
二
十
七
日
）　

講
師
：
中
園

成
生
（
平
戸
市
生
月
町
博
物
館
・
島
の
館
）

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
島
原
・

天
草
一
揆
と
禁
教
」（
十
二
月
八
日
）　

登

壇
者
：
木
村
直
樹
（
長
崎
大
学
）「
島
原
・

天
草
一
揆
と
牢
人
」、
安
高
啓
明
（
熊
本

大
学
）「
踏
絵
の
実
態
と
禁
教
認
識
の
伝

播
」

 

（
文
責
・
深
澤
太
郎
）

國
學
院
大
學
博
物
館　

特
別
展

　
「
キ
リ
シ
タ
ン
―
日
本
と
キ
リ
ス
ト
教
の
４
６
９
年
―
」
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は
じ
め
に

國
學
院
大
學
博
物
館
で
行
わ
れ
た
企

画
展
「
列
島
の
祈
り
―
祈
年
祭
・
新
嘗

祭
・
大
嘗
祭
―
」・
特
集
展
示
「
祈
年

の
法
会
と
神
々
」（
会
期
：
平
成
三
十
年

十
一
月
三
日
～
平
成
三
十
一
年
一
月
十
四

日
）
は
、
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人 

人

間
文
化
研
究
機
構
「
博
物
館
・
展
示
を
活

用
し
た
最
先
端
研
究
の
可
視
化
・
高
度
化

事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
科
学
研
究
費
・

基
盤
研
究
（
Ｓ
）「
宗
教
テ
ク
ス
ト
遺
産

の
探
査
と
綜
合
的
研
究
―
人
文
学
ア
ー
カ

イ
ヴ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
」（
代

表
：
阿
部
泰
郎
）
の
補
助
を
受
け
て
行
わ

れ
た
。

同
科
学
研
究
費
を
除
く
、
連
携
館
・
機

関
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・ 

大
学
共
同
利
用
機
関
法
人 

人
間
文
化

研
究
機
構

・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

・
国
文
学
研
究
資
料
館

・
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

・
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館

・
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫

・ 

名
古
屋
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
附

属
人
類
文
化
遺
産
テ
ク
ス
ト
学
研
究
セ

ン
タ
ー

連
携
館
の
う
ち
、
国
文
学
研
究
資
料
館

は
特
別
展
示
「
祈
り
と
救
い
の
中
世
」（
平

成
三
十
年
十
月
十
五
日
～
十
二
月
十
五

日
）、
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
は
特
別

展
「
鎌
倉
ゆ
か
り
の
芸
能
と
儀
礼
」（
平

成
三
十
年
十
月
二
十
七
日
～
十
二
月
九

日
）、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
は
特
別
展

「
顕
わ
れ
た
神
々
―
中
世
の
霊
場
と
唱
導

―
」（
平
成
三
十
年
十
一
月
十
六
日
～
平

成
三
十
一
年
一
月
十
四
日
）
を
行
っ
た
。

　　

國
學
院
大
學
博
物
館
に
お
け
る
展
示

は
、
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
（
神
道
資
料
館

部
門
）
で
進
め
て
い
る
研
究
事
業
「
神
道

祭
祀
・
儀
礼
の
研
究
と
展
示
公
開
」
の
成

果
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

展
示
趣
旨

　

古
代
か
ら
、
日
本
列
島
各
地
で
は
、

神
々
に
食
べ
物
や
捧
げ
物
を
奉
り
、
豊
か

な
稔
り
や
人
々
の
幸
せ
を
祈
り
感
謝
す
る

祭
祀
・
儀
礼
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　

十
世
紀
に
作
ら
れ
た
法
制
書
で
あ
る

『
延
喜
式
』
に
は
、
祈
年
祭
（
二
月
）、
広

瀬
大
忌
祭
・
龍
田
風
神
祭
（
四
月
・
七

月
）、
新
嘗
祭
（
十
一
月
）
と
い
っ
た
国

家
が
行
う
祭
祀
に
つ
い
て
の
詳
細
な
記
述

が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
稲
作
に
関
わ
る
も

の
で
、
そ
の
豊
か
な
稔
り
を
祈
る
こ
と

は
、
生
活
の
平
安
を
祈
る
こ
と
に
も
通
じ

て
い
た
。

　

ま
た
、
天
皇
が
即
位
す
る
と
、
十
一
月

に
大
嘗
祭
を
行
い
、
毎
年
の
新
嘗
祭
と
同

じ
く
、
天
皇
自
ら
神
々
に
食
物
な
ど
を
捧

げ
た
。

　

本
展
で
は
、
祈
年
祭
・
新
嘗
祭
・
大
嘗

祭
を
中
心
に
、
稲
作
の
サ
イ
ク
ル
と
国
家

祭
祀
と
の
関
わ
り
を
取
り
上
げ
る
。

概
要

　

企
画
展
「
列
島
の
祈
り
―
祈
年
祭
・
新

嘗
祭
・
大
嘗
祭
―
」
は
「
稲
と
神
話
」「
祈

年
祭
」「
夏
の
祭
り
」「
新
嘗
祭
」「
大
嘗
祭
」

「
神
社
の
祭
祀
」
の
六
章
で
構
成
し
た
。

主
な
展
示
資
料
は

・ 『
日
本
書
紀
』（
嘉
禎
本
）（
國
學
院
大

學
図
書
館
）

・「
神
祇
官
図
」（
國
學
院
大
學
博
物
館
）

・ 『
令
義
解
』（
猪
熊
本
）（
國
學
院
大
學

図
書
館
）

・ 『
延
喜
式
』
巻
八
（
卜
部
兼
永
筆
）（
國

學
院
大
學
図
書
館
）

・ 「
御
田
植
・
巫
女
舞
図
屏
風
」（
國
學
院

大
學
博
物
館
）

・ 『
大
嘗
会
記
（
天
仁
元
年
）』（
国
立
歴

史
民
俗
博
物
館
）

・ 

近
世
の
大
嘗
宮
模
型
（
國
學
院
大
學
博

物
館
）

で
あ
る
。

　

特
集
展
示
「
祈
年
の
法
会
と
神
々
」
で

は
、
修
正
会
・
修
二
会
・
オ
コ
ナ
イ
な
ど

で
読
み
上
げ
ら
れ
る
神
名
帳
を
取
り
上
げ

た
。
主
な
展
示
資
料
は
、

・ 『
金
龍
寺　

修
正
会
神
明
帳
』（
国
立
歴

史
民
俗
博
物
館
）

・ 『
恒
例
修
正
月
勧
請
神
名
帳
』（
國
學
院

大
学
図
書
館
）

で
あ
る
。

二
つ
の
展
示
を
合
わ
せ
て
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
（
カ
ラ
ー
・
十
六
頁
）
を
博
物
館
に
て

販
売
し
た
（
販
売
終
了
）。

関
連
事
業

　

本
展
示
の
関
連
事
業
と
し
て
、
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
・
ト
ー
ク
、
講
演
会
を
行
い
、
ま

た
、
本
年
度
の
公
開
学
術
講
演
会
と
も
連

携
し
た
。

十
一
月
十
七
日
の
研
究
開
発
推
進
機
構 

公
開
学
術
講
演
会
で
は
、
岡
田
莊
司
氏

（
國
學
院
大
學 

教
授
）
が
「
古
代
と
近
代

の
大
嘗
祭
と
祭
祀
制
」（
公
開
学
術
講
演

会
の
概
要
は
一
～
二
面
を
参
照
）
の
演
題

で
、
十
二
月
二
十
二
日
に
行
わ
れ
た
「
列

島
の
祈
り
」
講
演
会
で
は
、
斎
藤
英
喜
氏

（
佛
教
大
学 

教
授
）
が
「
昭
和
三
年
の
大

嘗
祭
と
折
口
信
夫
」
の
演
題
で
、
そ
れ
ぞ

れ
講
演
し
た
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ト
ー
ク
は
十
一
月

十
七
日
・
十
二
月
二
十
二
日
に
木
村
大

樹
・
塩
川
哲
朗
両
氏
（
と
も
に
國
學
院
大

學
研
究
開
発
推
進
機
構
Ｐ
Ｄ
研
究
員
）
が

「
資
料
か
ら
見
た
大
嘗
祭
」、
十
二
月
十
五

日
に
笹
生 

衛
氏
（
國
學
院
大
學
博
物
館 

館
長
・
國
學
院
大
學 

教
授
）
が
「
古
代

の
大
嘗
祭
・
大
嘗
宮
の
実
態
と
原
形
」、

平
成
三
十
一
年
一
月
十
二
日
に
大
東
敬
明

（
國
學
院
大
學
博
物
館 

准
教
授
）
が
「
祈

年
の
法
会
に
招
か
れ
る
神
々
」
の
題
で

行
っ
た
。

関
連
展
示

「
列
島
の
祈
り
―
祈
年
祭
・
新
嘗
祭
・

大
嘗
祭
―
」
に
先
駆
け
て
、
國
學
院
大
學

博
物
館
で
は
、
同
事
業
の
一
環
と
し
て

特
集
展
示
「
舞
楽
」（
平
成
三
十
年
九
月

十
五
日
～
十
月
二
十
八
日
）
を
行
っ
た
。

関
連
行
事
と
し
て
、
九
月
二
十
九
日
に
講

演
会
「
東
ア
ジ
ア
の
文
化
交
流
と
舞
楽
」

を
行
い
、
荒
見
泰
史
氏
（
広
島
大
学 

教

授
）
が
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
響
き
と
躍

動
」、
松
尾
恒
一
氏
（
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館 

教
授
・
総
合
研
究
大
学
院
大
学 

教

授
）
が
「
浄
土
の
飛
翔
、
荘
厳
の
世
界
―

隋
唐
の
宮
廷
舞
踊
・
音
楽
の
日
本
へ
の
伝

来
と
変
容
―
」
を
演
題
と
し
て
講
演
し

た
。

 

（
文
責
・
大
東
敬
明
）

國
學
院
大
學
博
物
館　

企
画
展

　
「
列
島
の
祈
り
―
祈
年
祭
・
新
嘗
祭
・
大
嘗
祭
―
」
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一
、
活
動
報
告

　

平
成
三
十
年
度
は
、
博
物
館
の
展
示
公

開
と
し
て
、
特
別
展
三
回
、
企
画
展
四
回
、

特
集
展
示
を
十
一
回
開
催
し
た
。
ま
た
、

各
展
示
と
連
動
し
た
企
画
・
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
、
常
設
展
の
展
示
パ
ネ
ル
・
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
の
一
部
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
公
開
承

認
施
設
を
目
指
し
た
展
示
環
境
改
善
の
取

り
組
み
や
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
の

開
設
等
を
行
っ
た
。

二
、
展
示
公
開
（
表
１
）

【
特
別
展
】

・ 

特
別
展
「
狂
言
―
山
本
東
次
郎
家
の
面

―
」（
展
示
図
録
刊
行
）、
会
期
：
平
成

三
十
年
五
月
二
十
六
日
～
七
月
八
日
。

主
催
：
國
學
院
大
學
、
大
蔵
流
狂
言 

山

本
会
。

・ 

特
別
展
「
キ
リ
シ
タ
ン
―
日
本
と
キ

リ
ス
ト
教
の
４
６
９
年
―
」（
展
示
図

録
刊
行
）、
会
期
：
平
成
三
十
年
九
月

十
五
日
～
十
月
二
十
八
日
。
主
催
：
当

館
、
西
南
学
院
大
学
博
物
館
。

・ 

特
別
展
「
神
に
捧
げ
た
刀
―
神
と
刀
の

二
千
年
―
」（
展
示
図
録
刊
行
）、
会
期
：

平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
二
日
～
三
月

十
六
日
。
主
催
：
当
館
、
協
力
：
鹿
島

神
宮
・
北
澤
八
幡
神
社
・
久
能
山
東
照

宮
・
鶴
岡
八
幡
宮 

・
箱
根
神
社
（
五
十

音
順
）。

【
企
画
展
・
特
集
展
示
】

・ 

企
画
展
「
國
學
院
大
學
図
書
館 

春
の

特
別
列
品 

―
久
我
家
の
明
治
維
新

―
」、
会
期
：
平
成
三
十
年
四
月
十
九

日
～
五
月
二
十
日
。
主
催
：
当
館
、
國

學
院
大
學
図
書
館
。

・ 

開
館
九
十
周
年
記
念 

企
画
展
「
日
本

文
化
の
淵
源
を
求
め
て
―
考
古
学
陳
列

室
か
ら
國
學
院
大
學
博
物
館
ま
で
―
」

（
展
示
図
録
刊
行
）、
会
期
：
平
成
三
十

年
七
月
十
四
日
～
九
月
九
日
。
主
催
：

当
館
。

・ 

企
画
展
「
列
島
の
祈
り
―
祈
年
祭
・
新

嘗
祭
・
大
嘗
祭
―
」（
展
示
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
刊
行
）、
会
期
：
平
成
三
十
年
十
一
月

三
日
～
平
成
三
十
一
年
一
月
十
四
日
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
十
二
頁
を
参
照
。

・ 

企
画
展
「
國
學
院
大
學
図
書
館 

春
の

特
別
列
品 

武
士
を
描
く
も
の
が
た
り

―
比
べ
て
み
る
軍
記
の
世
界
―
」、
会

期
：
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
一
日
～

四
月
二
十
一
日
。
主
催
：
当
館
、
國
學

院
大
學
図
書
館
。

・
特
集
展
示
に
つ
い
て
は
表
１
を
参
照
。

三
、
教
育
普
及

　

教
育
普
及
事
業
で
は
、
展
示
公
開
事
業

と
連
動
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
講
演
会
等
を
実
施
し
た

（
詳
細
は
表
１
を
参
照
）。

四
、
環
境
整
備
・
営
繕

　

環
境
整
備
・
営
繕
と
し
て
、
館
内
展
示

ケ
ー
ス
の
点
検
整
備
お
よ
び
修
繕
を
行
っ

た
。
ま
た
、
展
示
空
間
の
空
気
質
・
温
湿

度
を
良
好
な
レ
ベ
ル
に
維
持
さ
せ
る
た
め

の
施
策
を
行
い
、
資
料
保
護
・
管
理
運
営

の
質
的
向
上
を
図
っ
た
。

五
、
運
営
支
援

本
年
度
よ
り
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ

を
開
設
し
、
図
録
や
グ
ッ
ズ
の
販
売
を
実

施
し
た
。
ま
た
、
当
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

開
設
し
て
い
る
寄
付
募
集
ペ
ー
ジ
や
イ
ベ

ン
ト
時
の
配
布
資
料
等
で
寄
付
を
募
り
、

館
の
運
営
資
金
の
確
保
を
目
指
し
た
。
そ

の
他
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
英
語
に
よ
る

情
報
発
信
、
館
内
展
示
解
説
の
多
言
語
化

を
促
進
し
、
外
国
人
来
館
者
の
集
客
を

図
っ
た
。

本
年
度
の
入
館
者
数
は
、
平
成
三
十
一

年
一
月
末
日
現
在
、
五
万
八
千
人
を
超

え
、
前
年
度
の
入
館
者
数
を
上
回
る
見
込

み
で
あ
る
。
今
後
も
本
学
の
研
究
・
学
術

資
料
の
公
開
を
中
心
に
、
国
内
外
の
多
く

の
方
々
に
ご
活
用
い
た
だ
け
る
博
物
館
運

営
を
目
指
し
て
い
く
。

 

（
文
責
・
國
學
院
大
學
博
物
館
）

平
成
三
十
年
度

　

國
學
院
大
學
博
物
館
活
動
報
告

表１　平成30年度　展示内容と関連事業
展示（会期） 関連事業

特
別
展

狂言―山本東次郎家の面―
 （H30.5/26～7/8） 

講演会 5/26 特別展「狂言―山本東次郎家の面―」講演会 山本東次郎（大蔵
流 狂言方）、近藤ようこ（漫画家）

Event 6/29 山本東次郎家による面のかけ方・装束のつけ方

キリシタン―日本とキリスト教の469
年―

（東京会場：H30.9/15～10/28、福岡会
場：H30.11/2～12/13）

シンポジウム

10/6 島原・天草一揆とその後 木村直樹（長崎大学教授）「島原・天草
一揆と牢人」、大橋幸泰（早稲田大学教授）「諸藩による島原天草一揆
の記録と記憶」、安高啓明（熊本大学教授）「踏絵の変容と潜伏キリシ
タン」、10/13 考古学が明かす新たなキリシタン像 深澤太郎（本学准
教授）「日本における宗教考古学とキリスト教」、今野春樹（東京藝術
大学講師）「キリシタン考古学の枠組み」、大石一久（大浦天主堂キリ
シタン博物館）「天正遣欧使節と千々石ミゲル」

特別講義 10/27 生月島のかくれキリシタン 中園成生（平戸市生月町博物館・島
の館）「生月島のかくれキリシタン」

Museum Session 12/8 島原・天草一揆と禁教 ※福岡会場 木村直樹「島原・天草一揆と
牢人、安高啓明「踏絵の実態と禁教認識の伝播」

特別展「神に捧げた刀―神と刀の
二千年―」

 （H31.1/22～3/16） 
Museum Talk

1/26 笹生衛（当館館長・本学教授）「刀の神と神の刀」、2/9 笹生衛、
吉永博彰（本学助教）「中世東国武士の神社信仰と刀剣」、2/23 原田一
敏（ふくやま美術館 館長・東京藝術大学名誉教授）「神に捧げた刀」、
3/2 内川隆志（当館副館長・本学教授）、黒沢義文（刀剣研究家）「愛
しき刀 ―その歴史と扱い―」

企
画
展

國學院大學図書館 春の特別列品 ―
久 我 家 の 明 治 維 新 ― （H30.4/19～
5/20）

Special
Museum Talk 4/27 古山悟由（本学図書館職員） 、5/12 古山悟由

開館90周年記念 日本文化の淵源を求
めて―考古学陳列室から國學院大學
博物館まで―

（H30.7/14～9/9）
Museum Talk

7/14 内川隆志「ミュージアムトーク」、7/21 下津谷達男（國學院大學
栃木短期大学元教授）「今しか聞けないアノ頃の話」、8/25 笹生衛「埴
輪を語る」、9/1 内川隆志「勾玉を語る」

列島の祈り―祈年祭・新嘗祭・大嘗
祭―

（前期：H30.11/3～12/2、後期：H30.12/5
～H31.1/14）

講演会
11/17 國學院大學 研究開発推進機構 公開学術講演会 岡田莊司（本学
教授）「古代と近代の大嘗祭と祭祀制」、12/22 企画展「列島の祈り」
講演会 斎藤英喜（佛教大学教授）「昭和三年の大嘗祭と折口信夫」

Museum Talk
11/17 木村大樹・塩川哲朗（本学研究開発推進機構PD研究員）「資料
から見た大嘗祭①」、12/15 笹生衛「古代の大嘗祭・大嘗宮の実態と原
形」、12/22 木村大樹・塩川哲朗「資料から見た大嘗祭②」、1/12 大東
敬明（本学准教授）「祈年の法会に招かれる神々」

平成31年度 春の特別列品　武士を描くものがたり―比べてみる軍記の世界―
 （H31.3/21～4/21） 

特
集
展
示

最後の天下祭―文久二年の山王祭― 
（H30.5/26～6/26） Museum Talk 6/9 福原敏男（武蔵大学教授、本学大学院兼任講師）「最後の天下祭―

文久二年の山王祭」
教派神道と皇典講究所・國學院大學 （H30.5/26～7/8）
惡―まつろわぬ者たち―

 （H30.6/1～8/12） Museum Talk 7/7 藤澤紫（本学教授）「悪は美しい」、7/28 深澤太郎「悪になれ」

色と文様―朝廷に納めた色鮮やかな装束の控裂 （H30.6/27～7/8）

舞楽
 （H30.9/15～10/28） 講演会

9/29 東アジアの文化交流と舞楽 大東敬明「趣旨説明」、荒見泰史（広
島大学教授）「シルクロードの響きと躍動」、松尾恒一（国立歴史民俗
博物館教授・総合研究大学院大学教授）「浄土の飛翔、荘厳の世界―
隋唐の宮廷舞踊・音楽の日本への伝来と変容―」

有栖川宮家・高松宮家ゆかりの新収蔵品展 （H30.10/5～10/22）
明治150年記念 明治日本における伝統と近代 （H30.10/23～12/2）
國學院大學考古学研究室 発掘調査速報展示Ⅲ 縄文人と縄文文化の起源を探る―居家以岩陰遺跡の発掘調査2018―

 （H30.11/2～12/2）
祈年の法会と神々 （H30.11/3～H31.1/14）
那智参詣曼荼羅巻子本の仕立てを探
る―東京文化財研究所による光科
学的調査の成果報告― （H30.12/5～
H31.1/14）

Museum Talk
12/8 下坂守（京都国立博物館名誉館員）「巻子本那智参詣曼荼羅の位
置づけをめぐって―人物図像を中心に」、12/15 早川泰弘・城野誠治

（東京文化財研究所）「光学的調査の方法と成果」

古事記アートコンテスト 受賞作展 （H31.1/22～3/16）

表２ 平成30年度入館者数
月 （名）

４月 4,292 
５月 4,038 
６月 7,418 
７月 5,728 
８月 7,749 
９月 4,398 
10月 8,813 
11月 6,289 
12月 4,325 
１月 5,424 
合計 58,474 
平成31年１月末日現在
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彙
　
報

会　
議

○
全
体

・ 

平
成
三
十
年
度
第
二
回
運
営
委
員
会
、

平
成
三
十
年
十
月
十
一
日
（
木
）
十
六

時
～
十
六
時
二
十
五
分
、
若
木
タ
ワ
ー

四
階
会
議
室
〇
五

・ 

平
成
三
十
年
度
第
三
回
運
営
委
員
会
、

平
成
三
十
年
十
一
月
八
日
（
木
）
十
六

時
十
分
～
十
七
時
十
分
、
若
木
タ
ワ
ー

四
階
会
議
室
〇
五

・ 

平
成
三
十
年
度
第
二
回
企
画
委
員
会
、

平
成
三
十
年
七
月
十
一
日
（
水
）
十
一

時
～
十
一
時
五
十
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階

会
議
室
〇
六

・ 

平
成
三
十
年
度
第
三
回
企
画
委
員
会
、

平
成
三
十
年
十
月
十
日
（
水
）
十
一
時

～
十
一
時
五
十
五
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階

会
議
室
〇
六

・ 

平
成
三
十
年
度
第
四
回
企
画
委
員
会
、

平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日
（
水
）

十
一
時
～
十
一
時
五
十
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟

五
階
会
議
室
〇
六

・ 

平
成
三
十
年
度
第
五
回
企
画
委
員
会
、

平
成
三
十
一
年
一
月
十
六
日
（
水
）

十
一
時
～
十
一
時
二
十
五
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ

棟
五
階
会
議
室
〇
六

・ 

平
成
三
十
年
度
第
二
回
人
事
委
員
会
、

平
成
三
十
年
十
月
二
十
三
日
（
火
）

十
二
時
十
五
分
～
十
二
時
三
十
分
、
Ａ

Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室
〇
六

・ 

平
成
三
十
年
度
第
三
回
人
事
委
員
会
、

平
成
三
十
年
十
一
月
七
日
（
水
）
十
二

時
十
五
分
～
十
二
時
三
十
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ

棟
五
階
会
議
室
〇
六

・ 

平
成
三
十
年
度
第
四
回
人
事
委
員
会
、

平
成
三
十
一
年
一
月
九
日
（
水
）
十
三

時
三
十
分
～
十
四
時
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階

会
議
室
〇
六

・ 

平
成
三
十
年
度
第
二
回
教
員
等
資
格
審

査
委
員
会
、
平
成
三
十
年
十
月
二
十
三

日
（
火
）
十
二
時
三
十
分
～
十
三
時
、

Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室
〇
六

・ 

平
成
三
十
年
度
第
三
回
教
員
等
資
格
審

査
委
員
会
、
平
成
三
十
年
十
一
月
七
日

（
水
）
十
二
時
三
十
分
～
十
三
時
、
Ａ

Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室
〇
六

・ 

平
成
三
十
年
度
第
四
回
教
員
等
資
格
審

査
委
員
会
、
平
成
三
十
一
年
一
月
九
日

（
水
）
十
四
時
～
十
四
時
三
十
分
、
Ａ

Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室
〇
六

○
日
本
文
化
研
究
所

・ 

平
成
三
十
年
度
第
二
回
所
員
会
議
、
平

成
三
十
年
七
月
四
日
（
水
）
十
一
時
～

十
二
時
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室
〇
六

・ 
平
成
三
十
年
度
第
三
回
所
員
会
議
、
平

成
三
十
年
九
月
二
十
七
日
（
木
）
十
時

三
十
分
～
十
一
時
三
十
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟

五
階
会
議
室
〇
六

・ 

平
成
三
十
年
度
第
四
回
所
員
会
議
、
平

成
三
十
年
十
一
月
七
日
（
水
）
十
一
時

～
十
一
時
三
十
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会

議
室
〇
六

・ 

平
成
三
十
年
度
第
五
回
所
員
会
議
、
平

成
三
十
一
年
一
月
九
日
（
水
）
十
一
時

～
十
二
時
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室

〇
六

○
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー

・ 

平
成
三
十
年
度
第
二
回
学
術
資
料
セ
ン

タ
ー
会
議
、
平
成
三
十
年
九
月
二
十
六

日
（
水
）
十
時
三
十
分
～
十
一
時
、
Ａ

Ｍ
Ｃ
棟
五
階
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ル
ー
ム
二

・ 

平
成
三
十
年
度
第
三
回
学
術
資
料
セ
ン

タ
ー
会
議
、
平
成
三
十
年
十
二
月
十
二

日
（
水
）
十
時
三
十
分
～
十
時
四
十
分
、

Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ル
ー
ム

二

○
校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー

・ 

平
成
三
十
年
度
第
二
回
校
史
・
学
術
資

産
研
究
セ
ン
タ
ー
会
議
、
平
成
三
十
年

九
月
二
十
七
日
（
木
）
十
二
時
～
十
二

時
三
十
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ル
ー
ム
二

○
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

・ 

平
成
三
十
年
度
第
二
回
研
究
開
発
推
進

セ
ン
タ
ー
会
議
、
平
成
三
十
年
九
月

二
十
五
日
（
火
）
十
四
時
三
十
分
～

十
五
時
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室
〇
六

○
國
學
院
大
學
博
物
館

・ 

平
成
三
十
年
度
第
二
回
國
學
院
大
學
博

物
館
会
議
、
平
成
三
十
年
九
月
二
十
六

日
（
水
）
十
一
時
三
十
分
～
十
一
時

四
十
五
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ル
ー
ム
二

・ 

平
成
三
十
年
度
第
三
回
國
學
院
大
學

博
物
館
会
議
、
平
成
三
十
年
十
二
月

十
二
日
（
水
）
十
時
四
十
五
分
～
十
時

五
十
五
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ル
ー
ム
二

○
古
事
記
学
セ
ン
タ
ー

・ 

平
成
三
十
年
度
第
一
回
古
事
記
学
研
究

実
施
委
員
会
、
平
成
三
十
年
六
月
七
日

（
木
）
十
六
時
～
十
七
時
、
若
木
タ
ワ
ー

四
階
会
議
室
〇
五

・ 

平
成
三
十
年
度
第
二
回
古
事
記
学
研
究

実
施
委
員
会
、
平
成
三
十
年
十
一
月
八

日
（
木
）
十
六
時
十
分
～
十
七
時
、
若

木
タ
ワ
ー
四
階
会
議
室
〇
五

公
開
講
座
・
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

関
連
学
会

○
全
体

・ 

國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
公
開

学
術
講
演
会
「
古
代
と
近
代
の
大
嘗

祭
と
祭
祀
制
」、
平
成
三
十
年
十
一
月

十
七
日
（
土
）
十
五
時
～
十
六
時
三
十

分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
一
階
常
磐
松
ホ
ー
ル
、

講
師
＝
岡
田
莊
司
（
國
學
院
大
學
教

授
）

○
日
本
文
化
研
究
所

・ 

平
成
三
十
年
度
第
一
回
国
学
研
究
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
公
開
レ
ク
チ
ャ
ー

「
国
学
と
復
古
―
光
格
天
皇
以
後
―
」、

平
成
三
十
年
九
月
二
十
一
日
（
金
）

十
八
時
三
十
分
～
二
十
時
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟

五
階
会
議
室
〇
六
、
講
師
＝
一
戸
渉

（
慶
應
義
塾
大
学
准
教
授
）

・ 

国
際
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
ア
ジ
ア
の
宗

教
文
化
―
モ
ダ
ニ
テ
ィ
の
中
で
の
相
互

変
容
―
」、
平
成
三
十
年
十
月
二
十
日

（
土
）
十
時
～
十
八
時
二
十
分
、
Ａ
Ｍ

Ｃ
棟
五
階
会
議
室
〇
六
、
発
表
＝
ラ
イ

ン
ハ
ル
ト
・
ツ
ェ
ル
ナ
ー
（
ボ
ン
大
学

教
授
）、
三
浦
隆
司
（
ア
リ
ゾ
ナ
大
学

助
教
）、
黄
約
伯
（
中
央
研
究
院
助
研

究
員
）、
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヴ
ァ
イ
ス

（
立
教
大
学
助
教
）、
西
田
彰
一
（
日
本

学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｐ
Ｄ
）、
高

瀬
航
平
（
東
京
大
学
大
学
院
博
士
課

程
）、
マ
テ
ヤ
・
ジ
ャ
ビ
ェ
ク
（
筑
波

大
学
大
学
院
博
士
課
程
）、
グ
エ
ン
・

ト
ゥ
・
ハ
ン
（
ハ
ノ
イ
国
家
大
学
講

師
）、
阿
部
哲
（
長
崎
大
学
コ
ー
チ
ン

グ
フ
ェ
ロ
ー
）、
伍
嘉
誠
（
長
崎
大
学

助
教
）、
ム
ン
・
ビ
ョ
ン
ジ
ュ
ン
（
ソ

ウ
ル
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）、
齋
藤

公
太
（
國
學
院
大
學
助
教
）、
司
会
＝

櫻
井
義
秀
（
北
海
道
大
学
教
授
）

・ 

宗
教
文
化
教
育
に
関
す
る
研
究
会
、
平

成
三
十
年
十
二
月
一
日
（
土
）
十
四
時

～
十
八
時
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室

〇
六
、
発
表
＝
飯
嶋
秀
治
（
九
州
大
学

准
教
授
）、
岡
田
正
彦
（
天
理
大
学
教

授
）、
櫻
井
義
秀
（
北
海
道
大
学
教
授
）、

宮
本
要
太
郎
（
関
西
大
学
教
授
）
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〇
校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー

・ 「
南
信
州
民
俗
芸
能
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ

國
學
院
―
遠
山
霜
月
祭
〈
和
田
〉
―
」

國
學
院
大
學
折
口
博
士
記
念
古
代
研
究

所
（
共
催
）、
平
成
三
十
年
十
一
月
十
日

（
土
）
十
二
時
～
十
七
時
三
十
分
、
Ａ
Ｍ

Ｃ
棟
一
階
常
磐
松
ホ
ー
ル

○
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

・ 

平
成
三
十
年
度
第
一
回
共
存
学
公
開
研

究
会
「
多
文
化
共
存
を
め
ぐ
る
伝
統
と

開
発
―
中
国
と
日
本
の
事
例
か
ら
―
」、

平
成
三
十
年
十
月
十
三
日
（
土
）
十
四

時
～
十
七
時
三
十
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階

会
議
室
〇
六
、
事
例
報
告
＝
奈
良
雅
史

（
北
海
道
大
学
准
教
授
）、山
本
健
太
（
國

學
院
大
學
准
教
授
）、
コ
メ
ン
ト
＝
黒
澤

直
道（
國
學
院
大
學
教
授
）、菅
浩
二（
國

學
院
大
學
教
授
）、
司
会
進
行
＝
古
沢
広

祐
（
國
學
院
大
學
教
授
）

○
古
事
記
学
セ
ン
タ
ー

・ 

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
古
事
記
と
国
家

の
形
成
―
古
代
史
と
考
古
学
の
視
点
か

ら
―
」、平
成
三
十
年
十
一
月
三
日
（
土
）

～
十
一
月
四
日
（
日
）、宮
崎
県
西
都
市
、

パ
ネ
リ
ス
ト
＝
谷
口
雅
博
（
國
學
院
大

學
教
授
）、
サ
イ
モ
ン
・
ケ
イ
ナ
ー
（
セ

イ
ン
ズ
ベ
リ
ー
日
本
藝
術
研
究
所
総
括

役
所
長
）、
笹
生
衛
（
國
學
院
大
學
教

授
）、
佐
藤
長
門
（
國
學
院
大
學
教
授
）、

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
＝
李
永
植
（
仁
済
大

学
校
教
授
）、
デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト
＝
長

友
安
隆
（
青
島
神
社
宮
司
）、
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
司
会
＝
山
﨑
雅
稔
、
総
合

司
会
＝
渡
邉
卓

出　
張

○
日
本
文
化
研
究
所

・ 

齋
藤
公
太
・
丹
羽
宣
子
・
原
田
雄
斗
、

「
近
世
・
近
代
の
国
学
・
神
道
関
係
人

物
に
関
わ
る
一
次
資
料
の
調
査
の
た

め
」
平
成
三
十
年
八
月
二
十
五
（
土
）

～
八
月
二
十
六
日
（
日
）、
三
重
県
伊

勢
市
・
愛
知
県
西
尾
市

○
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー

・ 

深
澤
太
郎
、「
長
崎
市
諫
早
市
近
世
キ

リ
シ
タ
ン
墓
の
調
査
」
の
た
め
、
平
成

三
十
年
六
月
十
九
日
（
火
）
～
六
月

二
十
日
（
水
）、
長
崎
県
諫
早
市

・ 

深
澤
太
郎
、「
被
災
地
の
現
状
と
女
川

三
十
三
観
音
の
保
存
状
況
に
関
す
る

調
査
」
の
た
め
、
平
成
三
十
年
八
月

二
十
七
日
（
月
）
～
八
月
二
十
八
日

（
火
）、
宮
城
県
牡
鹿
群
女
川
町

・ 

深
澤
太
郎
・
尾
上
周
平
、「
陸
奥
金
華

山
信
仰
関
連
石
造
物
の
補
足
調
査
」
の

た
め
、
平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
七
日

（
火
）
～
十
一
月
二
十
九
日
（
木
）、
宮

城
県
石
巻
市

・ 
深
澤
太
郎
・
尾
上
周
平
、「
伊
豆
半
島

に
伝
世
す
る
平
安
期
仏
像
調
査
」
の
た

め
、
平
成
三
十
年
十
二
月
八
日
（
土
）、

静
岡
県
下
田
市

○
校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー

・ 

渡
邉
卓
・
髙
野
裕
基
、「
全
国
大
学
史

資
料
協
議
会
２
０
１
８
年
度
総
会
な
ら

び
に
全
国
研
究
会
参
加
」
の
た
め
、
平

成
三
十
年
十
月
十
日
（
水
）
～
十
月

十
二
日
（
金
）、
福
岡
県
福
岡
市

○
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

・ 

大
東
敬
明
、
札
幌
ま
つ
り
調
査
の
た

め
、
平
成
三
十
年
六
月
十
五
日
（
金
）

～
六
月
十
六
日
（
土
）、
北
海
道
札
幌

市
・ 

宮
本
誉
士
・
大
東
敬
明
、
北
海
道
神
宮

所
蔵
資
料
調
査
の
た
め
、
平
成
三
十
年

九
月
五
日
（
水
）、
北
海
道
札
幌
市

・ 

古
沢
広
祐
・
茂
木
栄
・
高
橋
雄
一
、
岩

手
県
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災
被
災
地

の
復
興
に
関
す
る
現
地
調
査
の
た
め
、

平
成
三
十
年
九
月
二
十
二
日
（
土
）
～

九
月
二
十
四
日
（
月
）、
岩
手
県
上
閉

伊
郡
大
槌
町

・ 

宮
本
誉
士
、
霧
島
神
宮
関
連
資
料
の

調
査
の
た
め
、
平
成
三
十
年
十
二
月

二
十
三
日
（
日
）
～
十
二
月
二
十
五
日

（
火
）、
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
・
霧
島
市

○
國
學
院
大
學
博
物
館

・ 

深
澤
太
郎
・
尾
上
周
平
、「
西
南
学
院

大
学
博
物
館
に
お
け
る
相
互
貸
借
特
集

展
示
の
撤
収
・
設
営
、
南
島
原
市
に
お

け
る
キ
リ
シ
タ
ン
遺
跡
と
石
造
物
の

踏
査
」
の
た
め
、
平
成
三
十
年
六
月

二
十
六
日
（
火
）
～
六
月
二
十
八
日

（
木
）、
福
岡
県
福
岡
市
、
長
崎
県
南
島

原
市

・ 

深
澤
太
郎
、「
特
別
展
『
キ
リ
シ
タ
ン
』

実
施
に
係
る
資
料
の
集
荷
」
の
た
め
、

平
成
三
十
年
九
月
三
日
（
月
）
～
九
月

五
日
（
水
）、
長
崎
県
南
島
原
市
、
熊
本

県
天
草
市
・
熊
本
市
、
福
岡
県
福
岡
市

・ 

深
澤
太
郎
、「
特
別
展
『
キ
リ
シ
タ
ン
』

実
施
に
係
る
資
料
の
返
却
」
の
た
め
、

平
成
三
十
年
十
月
十
一
日
（
木
）
～
十

月
十
二
日
（
金
）、
福
岡
県
福
岡
市

・ 

深
澤
太
郎
、「
特
別
展
『
キ
リ
シ
タ
ン
』

実
施
に
係
る
資
料
の
運
搬
・
展
示
」
の

た
め
、
平
成
三
十
年
十
月
三
十
日
（
火
）

～
十
一
月
二
日
（
金
）、
福
岡
県
福
岡
市

・ 

内
川
隆
志
・
及
川
聡
・
吉
永
博
彰
、「
平

成
三
十
年
度
特
別
展
『
神
に
捧
げ
た

刀
』
に
関
す
る
打
合
せ
」
の
た
め
、
平

成
三
十
年
十
一
月
九
日
（
金
）、
静
岡

県
静
岡
市

・ 

内
川
隆
志
・
深
澤
太
郎
、「
特
別
展
『
キ

リ
シ
タ
ン
』
実
施
に
係
る
資
料
の
撤

収
・
返
却
」
の
た
め
、
平
成
三
十
年

十
二
月
十
三
日
（
木
）
～
十
二
月
十
八

日
（
火
）、
福
岡
県
福
岡
市

○
古
事
記
学
セ
ン
タ
ー

・ 

渡
邉
卓
、『
古
事
記
』
神
話
遺
称
地
の

調
査
及
び
現
地
研
究
者
と
の
意
見
交
換

の
た
め
、
平
成
三
十
年
八
月
十
七
日

（
金
）
～
八
月
十
九
日
（
日
）、
島
根
県

松
江
市
・
出
雲
市

・ 

笹
生
衛
・
平
藤
喜
久
子
・
渡
邉
卓
、
木

村
大
樹
（
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
）、「
國

學
院
大
學
古
事
記
学
セ
ン
タ
ー
、
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
Ｏ
・
ラ

イ
シ
ャ
ワ
ー
日
本
研
究
所
共
催
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
『M

yth and ritual in 
ancient Japan

古
代
日
本
の
神
話
と

儀
礼
』
に
出
席
」
の
た
め
、
平
成
三
十

年
九
月
十
六
日
（
日
）
～
九
月
二
十
三

日
（
日
）、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州　

ボ
ス
ト
ン
・
ケ
ン

ブ
リ
ッ
ジ

・ 

石
井
研
士
・
谷
口
雅
博
・
佐
藤
長
門
・

笹
生
衛
・
山
﨑
雅
稔
・
根
岸
茂
夫
・
岩

瀬
由
佳
・
小
川
直
之
・
武
田
秀
章
・
平

藤
喜
久
子
・
藤
澤
紫
・
松
本
久
史
・
宮

本
誉
士
・
渡
邉
卓
・
上
西
亘
・
井
上
隼

人
・
高
橋
俊
之
・
佐
藤
亮
介
・
中
山
陽

介
・
山
口
輝
幸
・
小
平
浩
衣
、
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
古
事
記
と
国
家
の
形
成

―
古
代
史
と
考
古
学
の
視
点
か
ら
―
」

及
び
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
、
平

成
三
十
年
十
一
月
一
日
（
木
）
～
十
一

月
四
日
（
日
）、
宮
崎
県
西
都
市

刊
行
物

○
全
体

・ 

研
究
開
発
推
進
機
構
『
機
構
ニ
ュ
ー

ス
』
通
号
二
十
三
（
平
成
三
十
年
六
月

二
十
五
日
発
行
）

○
日
本
文
化
研
究
所

・ 

國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
編
『
日

本
研
究
所
年
報
』
第
十
一
号
（
平
成

三
十
年
九
月
三
十
日
発
行
）

○
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー

・ 

國
學
院
大
學
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
編

『
資
料
で
見
る
大
嘗
祭
』（
平
成
三
十
年

十
一
月
十
七
日
発
行
）



16國學院大學研究開発推進機構ニュース� No.24（通号）平成31年（2019）2月25日

「
大
嘗
会
御
神
殿
絵
図
」（
以
下
、
本
図
）

は
、
図
右
上
部
に
も
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、

元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
十
一
月
十
九
日
に

行
わ
れ
た
桜
町
天
皇
の
大
嘗
祭
に
お
け
る

大
嘗
宮
の
様
子
を
描
い
た
資
料
で
あ
る
。

大
嘗
祭
は
、
文
正
元
年
（
一
四
六
六
）

の
後
土
御
門
天
皇
の
時
を
最
後
に
、
応

仁
の
乱
を
始
め
と
す
る
戦
乱
の
た
め
、

二
百
二
十
年
に
わ
た
り
中
断
し
た
。
そ
の

後
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
の
東
山
天

皇
の
時
に
略
儀
な
が
ら
再
興
し
、
次
々
代

の
桜
町
天
皇
の
時
に
、
本
格
的
な
再
興
を

果
た
し
た
の
で
あ
る
。

平
安
時
代
の
『
儀
式
』
に
規
定
さ
れ

た
よ
う
な
古
代
以
来
の
大
嘗
宮
と
、
本
図

の
描
く
近
世
の
大
嘗
宮
と
に
は
、
い
く
つ

か
の
相
違
点
が
あ
る
。
最
も
大
き
な
違
い

は
、
古
代
の
大
嘗
宮
が
国
家
政
務
を
行
う

施
設
で
あ
る
朝
堂
院
の
大だ

い

極ご
く

殿で
ん

前
庭
に
造

営
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
近
世
に
は
天
皇

の
居
所
で
あ
る
内
裏
の
紫し

宸し
ん

殿で
ん

前
庭
（
南

庭
）
に
造
営
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

に
伴
っ
て
、
天
皇
が
神
事
前
の
潔
斎
を
行

い
控
え
の
場
と
す
る
廻か

い

立り
ゅ
う

殿で
ん

も
、
古
代
は

大
嘗
宮
の
北
方
に
建
て
ら
れ
た
が
、
近
世

に
は
紫
宸
殿
の
東
方
北
寄
り
に
避
け
て
建

て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
古
代
の
大
嘗
宮
は
、
天
皇
が
神

事
を
行
う
悠ゆ

紀き

殿で
ん

・
主す

基き

殿で
ん

だ
け
で
な
く
、

神
の
厠
で
あ
る
御み

厠か
わ
や

、
そ
し
て
神
饌
（
神
に

供
え
る
食
事
）
の
準
備
・
調
理
を
行
う
膳か

し
わ

屋や

や
臼う

す

屋や

と
い
っ
た
殿
舎
群
全
体
が
、
柴
垣

に
よ
っ
て
囲
ま
れ
、
外
界
か
ら
遮
蔽
さ
れ
て

い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
本
図
の
大
嘗
宮
柴
垣

内
に
建
つ
殿
舎
は
悠
紀
殿
・
主
基
殿
の
み
で

あ
る
。
御
厠
は
建
て
ら
れ
ず
、
膳
屋
は
月げ

っ
か華

門も
ん

（
紫
宸
殿
前
庭
の
西
門
）
の
南
北
に
そ
れ

ぞ
れ
設
け
ら
れ
て
い
る
。

寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
の
内
裏
造

替
に
よ
り
、
前
庭
全
体
を
取
り
囲
む
回
廊

が
、
平
安
宮
の
復
古
様
式
で
新
設
さ
れ
る

と
、
以
降
の
大
嘗
祭
で
は
膳
屋
が
柴
垣
外

の
東
西
に
建
て
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た

（
國
學
院
大
學
博
物
館
所
蔵
「
嘉
永
元
年

大
嘗
会
図
」
な
ど
参
照
）。
神
饌
が
神
事
の

場
と
同
様
に
、
聖
別
さ
れ
た
区
域
内
で
準

備
さ
れ
る
と
い
う
古
代
の
本
来
的
な
形
式

は
、
近
世
に
は
変
容
し
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

本
図
を
み
る
と
、
廻
立
殿
か
ら
悠
紀
殿

に
か
け
て
、
天
皇
の
御
路
と
な
る
筵え

ん

道ど
う

・

白
布
が
敷
か
れ
て
い
る
。
ま
た
日に

っ
か華
門も

ん（
前

庭
東
門
）
の
南
側
に
設
け
ら
れ
た
釜
殿
で

は
、
竈
の
火
を
焚
い
て
湯
を
沸
か
し
て
い

る
。
亥
一
刻
（
午
後
九
時
頃
）
か
ら
の
悠

紀
殿
の
儀
を
控
え
た
天
皇
が
、
廻
立
殿
で

の
潔
斎
（
湯
あ
み
）
を
行
う
直
前
の
様
子

を
描
い
た
も
の
と
推
察
で
き
よ
う
。

ま
た
、
柴
垣
内
の
東
南
お
よ
び
西
南
の

隅
に
は
八
脚
案
（
机
）
が
置
か
れ
て
い
る
。

天
皇
が
悠
紀
殿
に
出
御
す
る
と
、
案
に
置

か
れ
た
神
饌
や
手
水
具
を
官
人
・
女
官
ら

が
捧
げ
持
っ
て
並
び
、
悠
紀
殿
ま
で
運
び

入
れ
る
「
神し

ん
せ
ん饌

行ぎ
ょ
う

立り
ゅ
う

」
の
儀
が
行
わ
れ
た
。

な
お
、
桜
町
天
皇
大
嘗
祭
の
詳
細
な
様

子
は
、
国
学
者
の
荷か

田だ
の

在あ
り

満ま
ろ

が
同
年
に
幕

府
の
命
令
で
著
し
た
『
大
嘗
会
儀
式
具
釈
』

や
、
そ
の
翌
年
に
簡
約
版
と
し
て
版
行
し

た
『
大
嘗
会
便
蒙
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。

本
図
の
描
写
は
両
書
の
記
述
と
基
本
的
に

対
応
し
て
い
る
。

 

（
文
責
・
木
村
大
樹
）

資
料
紹
介
　

　
　
大
嘗
会
御
神
殿
絵
図


